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日本ウレタン建材工業会



AGC 

ウレタン塗膜防水システム iりt:9'、9L9';?＇
サラセーヌは強く、美しく、

直射日光や風雨から

住まいを守ります！
:―---------------------------

: 1 

屋上／ルーフバルコニー

旭罷子株烈会社
〒100-8405
東京都千代田区丸の内1-5-1

（新丸の内ピルディング）

AGCポリマー建材株式会社
〒103-0013東京都中央区日本橋人形町1-3-8（沢の鶴人形町ピル）

東日本支店 TEL.03(6667)8421 大阪営業所 TEL.06 (6453) 6401 

仙台営業所 TEL.022(299)6371 九州営業所 TEL.092 (431) 5154 

名古屋営業所 TEL.052(219)5491 北海道出張所 TEL.011 (241)5120 

、一．渇畢 http:/ /www.saracenu.com 



AGC 

約 U ニヽ^ とソ社の各サラセーヌ
工業会会員で日本の屋根を守ります。

「新しい防水技術と技能者の養成には、l
特に力を注いでいます。

り 良い材料

② マ ッチしたエ法 … •• JASS 8 

〶 高い施工技術 …… ・・ 塗膜防水技能士

．．
 
．．
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北海道“'セづ在令 TEL.011 (241)512。 中部'5セグヌ工業会 TEL.052(219) 5491 

東茄“'Cク工業会 TEL.022(299) 6371 /JIJ西“'Cク＇業合 TEL.06(6453) 6401 

“9Cづマ工業含
旭罷子株式会社

TEL03 (6667) 8427 九州立9Cク＇工業会 TEL.092(431) 5154 

AGCポリマー建材株式会社
本 社 〒100-8405 東京都千代田区丸の内1-5-1（新丸の内ピルディング） 本社 〒103-0013東京都中央区日本橋人形町1-3-8沢の鶴人形町ピル TEL03(6667)8420

ホームページで『サラセーヌ』の情報発信中！！ http://www.saracenu.com 
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dPテ＇ィッグ 7ルー7ィ辺株式会社
本社・東京営業所
〒151-0053 東京都渋谷区代々木 3-24-3新宿スリーケービル 5F

fl (03) 6859-5020 FAX.(03) 6859-5024 
大阪営業所
〒541-0045 大阪市中央区道修町 3-4-11新芝川ピル 7F

fl (06) 6231-8501 FAX. (06) 6231-8505 
名芦屋営業所
7"464-0075 名古屋市千種区内山 3-10-17今池セントラルピル9F

rt (052) 744-1011 FAX.(052) 735-0011 
札晨営業所
7"060-0809 札幌市北区北 9条西 3-19-1ノルテプラザビル3階C号室

rt (011) 804-8070 FAX.(011) 804-8071 

■ティックプルーフィング工業会
事務局

〒151-0053 東京都渋谷区代々木 3-24-3新宿スリーケーピル 5F
fl(03) 6859-5023 FAX.(03) 6859-5024 



ダイフレック
防水工事業協同叫

DFCウレタン防水学校
ウレタン防水の知識・技能と現場診断技術の向上を目指した本格的な技能養成学校として運営してお
ります。修了者には修了証と現場診断ライセンス証を授与いたします。本学校は組合員各社の社業発
展と業界の隆盛に役立つものと確信しております。

ダイフレックス防水工事業協同絹合
本部〒163-0825東京都新宿区西新宿2-4-1新宿NSビル25階
TEL : 03-6864-0262 FAX : 03-6864-0263 ― n9  
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〒060-0809
〒983-0852
〒950-0912
〒273-0025
〒330-0843
〒163-0825
〒183-0055
〒220-0023
〒464-0850
〒531-0071
〒812-0016

札幌市北区北9条西3T目19-1 ノルテプラザビル3階C号室
仙台市宮城野区櫂岡4-5-22 宮城野センタービル5階
新潟市中央区南笹口1-2-16 新潟CDビル3階
船橋市印内町584-1 中島ビル6F
さいたま市大宮区吉敷町1-75-1 太陽生命大宮吉敷町ビル6階
新宿区西新宿2-4-1 新宿NSビル25階私書箱第6086号
府中市府中町1-14-1朝日生命府中ピル11階
横浜市西区平沼1-1-3 合人社高島橋ビル9F
名古屋市千種区今池5-1-5名古屋センタープラザビル9階
大阪市北区中津1-11-1 中津センタービル8階
福岡市博多区博多駅南3-1-1博多南マークビル5F

TEL : 011-804-8050 
TEL : 022-207-5010 
TEL : 025-365-3010 
TEL: 047-436-1581 
TEL : 048-646-4870 
TEL: 03-5381-0231 
TEL : 042-402-5200 
TEL: 045-290-9751 
TEL: 052-735-3991 
TEL: 06-6292-0511 
TEL : 092-432-9220 

FAX : 011-804-8061 
FAX: 022-207-5011 
FAX: 025-365-3011 
FAX : 047-436-1584 
FAX: 048-646-4871 
FAX : 03-5381-0232 
FAX: 042-402-5201 
FAX: 045-290-9755 
FAX: 052-735-3992 
FAX : 06-6292-0522 
FAX: 092-432-9221 



曇潤鱈濯ォルタ9クスプレーI

5PRAY 金属屋櫂の改修に最適 ／／ ノ・

ォJ・U,191ツZEスコL9-
防水材による金属屋根改修は最も大切な“雨を防ぐ’'という機能を復活・強化させる

だけでなく、建物自体を新しいイメージでよみがえらせます。

全国防水改修工事業団体連合会 田島ルーフィング株式会社
http:/ /www.bousuikaisyu.com http://www.tajima.jp 



仕織
I遮熱塗料で実績と経験を誇る当社がその
技術を防水システムに応用した仕様ですl
PMェ滋
一般的なウレタン塗膜防水材の密着工法です。

PGェ法
補強布入りの密着工法です。

PNェ法
国交省「公共建築工事標準仕様書」、日本建築学会

「JASSB防水工事」対応の通気緩衝工法です。

PKェ法
様々な下地に対応できる機械的固定工法です。

PKDェ滋
PK工法に断熱材を組み合わせたエ法です。

PDェ滋
屋上からの熱を遮断することにより、

室内への熱の侵入を防ぎ、

建物の躯体の劣化を抑制する

断熱材を用いたエ法です。

反射・熱放射・散乱

”’ '， ，-. 

プルーフロンEGトップ4F遮熱を透過した可視光、赤外線を、一クプルーフロンエコホワイト遮熱の塗膜て

トアイランド

菖省エネ効

きく期待でき

一

R 日本特殊塗料株式会社
本社／〒114-8584 東京都北区王子 5-16-7 

合 03(3913)6203 FAX 03 (3913) 6236 
•ホームページアドレス http://www.nttoryo.eo.jp/
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引張強度 (N／面）

伸び率 (%)

抗張積 （N／面）

引裂強度（N/面）

硬度 （タイプA)
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12.8 

12.8 

12.8 

630 

1,360 

47 

67 

1.4以上

450以上

280以上

14以上

露出アスファルト防水改修仕様

今まで露出アスファルト防水にウレタン塗膜防

水工法を直接施工することが出来ず、ポリマー

セメントモルタル等の絶縁処理が必要となリ、

工期とコストの負担が生じていました。従来品

と異なる高品質ウレタン塗膜防水であるアス

ミック防水材シリーズは露出アスファルト防水

層に直接施工できるウレタン防水工法です。

ウレタン＋アスファルトハイプリッド塗膜材

フコ三ツつR’':,9-
アスミックアンダーは弾性を有し

た性状のため、露出アスファルト

防水の温度変化による軟化や脆化

にも追従します。ウレタン塗膜防

水材とも完全に一体化する今まで

にないウレタン＋アスファルトの

ハイブリッド塗膜材です。

コスミック工業会
〒163-0825東京都新宿区西新宿2-4-1新宿NSビル25F
TEL 03-5321-9761 FAX 03-5321-9767（株式会社ダイフレックス内）

株式会社ヲィフじ’クス

31三＇Jワ事業本部
〒163-0825東京都新宿区西新宿2-4-1新宿NSビル25F
TEL 03-6864-0287 FAX 03-6864-0289 
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正会員

（掬アイテック ：東京都文京区

アイラ断熱工業 （街i富山県冨山市
アサヒエ材味i三重県松阪市
洵阿蘇工業i埼玉県所沢市
卸 石川塗装工業所i福井県福井市
味 一 洸 ！千葉県野田市

（掬 エイ ケ ン！埼玉県八潮市

エスアイ工業掬！北海道稚内市

向 エ ス ク！東京都立川市
洵エムピーエル ：埼玉県さいたま市

味 A B M！長野県長野市
（l!fl N R！東京都板橋区
小野 防 水 （街i茨城県石岡市
洵 沖 防 水i神奈川県座間市
味カ イ シ ン！埼玉県川口市

カバサワ防水工業 ！埼玉県上尾市

閥 木崎工業！静岡県静岡市

諒ケイ マ ックス ！東京都杉並区

光栄工業閥i東京都練馬区
（樹 高 清 ！東京都板橋区

（街 言 長 ！千葉県市川市

向金野工業i東京都葛飾区
閥サウザン リーフ ：神奈川県川崎市

佐々木レジン味！神奈川県川崎市

洵サト ー 建工 ：埼玉県越谷市

サンエークリエイト閥 ！東京都江戸川区

味システムモルナイ トi埼玉県所沢市
味しんせ ん：東京都杉並区
真装産業 （街！東京都北区
鈴木化成品 （恥i静岡県富士宮市
味スパ ル：東京都西東京市

味誠真工業i千葉県千葉市
向関興 業：神奈川県横須賀市

大昭産業 （刷東京都荒川区

太陽テクニカル御！茨城県土浦市

（街高野工務店！東京都足立区
（松タキカンパニ ー！千葉県八千代市

向 タジマ建工！埼玉県朝霞市

味タ ニム ラ！東京都府中市

向田辺エ 業：鳥取県米子市

多摩防水技研 （刷東京都日野市
ティエヌケー （掬：東京都足立区

テクノ建設サーピス（刷東京都豊島区

栃木アンカー工業（街！栃木県栃木市

聡トミ ヨシ商会i東京都大田区
（掬 ト ー エ ンi東京都渋谷区
陳ナカバリコート ！徳島県海部郡

味成瀬 工 業 ！神奈川県川崎市

（街日防技 研 ：東京都練馬区

ニッソー技研 （街！愛媛県新居浜市

日装 工 業 間 ：静岡県富士宮市

日本シールス （掬：東京都世田谷区

昧ハイテック ：東京都東村山市

向ハイパーシール工業 ！東京都板橋区
味ハットリ工業 ！佐賀県佐賀市

芳賀防水工業！神奈川県川崎市

ウレタン塗膜防水材シリーズ

一 一COSMIC-e:co COSMIC・ RIM" 
-"＇•I, ＇『＇ー 11111111U温：一
03-5319-3655 （株 浜 田 屋：群馬県高崎市

076-435-3535 （株 春 樹 ：東京都立川市

0598-21-0640 向ビィーストン ！東京都練馬区
04-2939-5462 ヒラオ技研工業 向！東京都渋谷区
0776-63-5362 （掬ピ ーワークス ：東京都北区
04-7120-2234 （樹廣瀬 防 水l東京都あきる野市
048-998-0370 固福西防水i東京都品川区
Ol 62-33-6407 蝦府中防水工業！東京都府中市
042-537-0085 （掬フュ ソヨン ：長野県長野市
048-788-3140 北斗工業向：東京都杉並区
026-222-6969 ポリマー工業昧l北海道旭川市
03-5915-124 l （街マックス工業l神奈川県相模原市
0299-22-4031 （株Max・ Pro・Seal：東京都練馬区
042-767-2297 丸稲興 業 （街：新潟県長岡市
048-299-6503 マルヨ シ技建 工業條 ：茨城県水戸市
048-725-9500 （街 三 池 ：東京都大田区

054-281-8778 昧ミタテヤ創建：神奈川県川崎市
03-5929-1514 （掬みつわ巧芸i東京都足立区
03-3928-2271 名東クリーン防水（掬！愛知県名古屋市
03-6751-5650 （掬森下防水！東京都江戸川区
047-396-8777 御ヤ ナ ギ ダl東京都国分寺市
03-5629-6547 ヤマト 工 業：奈良県大和高田市
044-988-6459 個ヤマモト工業！神奈川県横浜市

ゥ044-344-8591 （掬 ユ ヮ：東京都大田区

0489-87-0295 洵 U-SEA-L：東京都世田谷区
03-3698-334 l （樹 ヨ シ ダl茨城県古河市
042-990-3431 採リフォームアップ ！東京都板橋区
03-33 l l -21 96 聡両毛 防水！群馬県伊勢崎市
03-3906-2314 （株 L I N K ' S !埼玉県新座市
0544-27-1255 レオン工業 （街！東京都新宿区
0424-68-6161 
047-409-1995 ------<賛助会員〉
046-850-3351 聡 ア ク ト！東京都練馬区

03-3809-0081 I rw ア ル ゴ！東京都千代田区

029-825-0270 固エコ ールi東京都練馬区
03-3605-2569 I K Fケミカル （刺 東京都中央区
047-459-8342 光栄商 事 （街：東京都練馬区
048-456-14 l 8 後藤社会保険労務士事務所i東京都板橋区
042-366-7473 （街サ ム：東京都練馬区

0859-29-3600 （株サンライト ！東京都世田谷区
042-594-351 l （街秀カンパニー ！東京都文京区
03-5697-7001 （街 タ ナ ベ！東京都杉並区

03-5956-4771 （掬ダンパラ ！千葉県印西市
0282-24-6637 （株 D C T ：東京都渋谷区
03-3775-2203 東部塗料 （株：埼玉県八潮市
03-3379-2073 （株ニ ン ノ：東京都杉並区
0884-74-7690 服 部 猛 （掬：東京都千代田区

044-366-5200 I (Wフ ロ ンティア ：東京都豊島区
03-5999-5560 三井 化学 採： 東京都港区
0897-41-8255 I (W守谷フィールド ：長野県長野市
0544-28-2510 渡辺ケミカル聡i東京都中央区
03-3415-8624 
042-409-2224 ------<協賛会員〉
03-3554-0081 日 曹商事 （掬！東京都中央区
0952-29-7000 野 口 興産 （株！東京都練馬区
044-522-4530 郡ダイフレックスコスミック事業郁！東京都新宿区

.. ；［I’I'昌9-
027-364-451 l 
042-534-4581 
03-5910-3752 
03-3379-4676 
03-6312-1557 
042-588-51 l 2 
03-5702-2276 
042-362-5650 
026-227-6321 
03-6794-9941 
Ol 66-25-2800 
042-779-755 l 
03-3577-1612 
0258-33-0668 
029-305-3270 
03-3721-8230 
044-750-9411 
03-3856-4051 
052-777-7551 
03-3674-6153 
042-321 -4366 
07 45-52-54 79 
045-592-7366 
03-6459-8987 
03-3703-3959 
0280-48-64 l 9 
03-6909-8450 
0270-32-1288 
048-482-0907 
03-3355-6331 

03-5921-3655 
03-5835-1507 
03-5987-0730 
03-5524-3588 
03-3928-581 l 
03-6781-4100 
03-5946-4447 
03-5429-3330 
03-5800-245 l 
03-3396-6606 
0476-46-1223 
03-6276-3671 
048-995-2137 
03-3399-8808 
03-5212-2431 
03-3986-0871 
03-6253-4094 
026-282-4225 
03-3273-5161 

i 03-3270-0703 
: 03-3994-2801 
: 03-5321-9761 

コスミック工業会 〒163-0825 束京都新宿区西新宿2-4-1

新宿NSビル25F(（掬ダイフレックスコスミ ック事業部内）

TEL. (03) 5321-9761 FAX. (03) 5321-9767 ＿ 
株式会社クィフじ’クス

コユ三・グワ事業本部
〒163-0825 東京都新宿区西新宿2-4-1 新宿NSピル25F 私杏箱第6086号

TEL. (03) 5321-9761 FAX. (03) 5321-9767 



I ニーズをかたちに— HAMATITE® I 

改修工

防―I.....&,｀＂”~-- -•••一
＇ 同 盟霞召’-

ノンブリとドタプ譴性戸—イ
1 ：各種仕上げ材との付着性、

非汚染性に優れます。

2:幅広いラインナッブがあります。

tー1，,一．・-

SC-500NB 2成分形ポリサルファイド系

SC-500SL 1成分形ポリサルファイド系

スーバー11NB 2成分形変成シリコーン系

UH-01 NB 2成分形 ポリウレタン系

SEAL2l NB l成分形 ポリウレタン系

Prism NB 1成分形 ポリウレタン系

クイッ急 NB l成分形 ポリウレタン系

アーバンルーフNX（平場用）
ETV実証番号を取得しました。

「アーパンル—フNX-3エ法」で環境技術実証事業(ETV) 「ヒートアイランド対策技術分野」の実証番号

(051-1410)を取得しました。

「アーバンルーフNX-3工法」で、環境技術実証事業 （ 評価試験材料の調成 ） 
アーバントッフHシャネッ

(ETV)「ヒートアイランド対策技術分野」の実証番号

(051-1410)を取得しました。
※評価試験は補強布を使用せず実施しております．

屯r労働女土＾鰤生法島行令別表覺6~2,に規定されている溶嗣

尉 境省

低比重化（比重1.0)を翌翌ーし、 1缶あたりの重量が軽

有害な有機溶剤rベンゼン」・rトルエン」・rキシレン」等を含みません二（脱BTX

アーバンルーフNX-T（工り用）
・立上り用でも低比重化（比重1.1)を実現しました。

・従来品よりさらに作業性が向上しました。
＋
 

※その他製品もラインナッブしております。詳しくは下記もしくはお近くの弊社販売窓口へお問い合わせください。

I 言 YOKOHAMA竺竺竺竺二；：レ4F I 
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| 芳香族アミン硬化剤 l 
芳香族アミン化合物

•イハラキュアミンMT (MBOCA)
Cl. .Cl 

H,N~こ}-cH,-<□~NH,
• CUA-4 

出N-0iO-CH,C出CH，ふ〈〗ーNH,
•キュアハード-MED-J

CH3 CH3 

H,N{二已H，ぺご｝NH,
C,H, C,H, 

•エラストマー l □OOP
0 0 

H,N-0-も-o-fcH,c出CH,CH,O七~-o-NH,

アミン含有液状硬化剤

•イハラキュアミン ML-l 00 
イハラキュアミンMT35％溶液
（可塑剤に溶解）

•イハラキュアミン ML-620
変性アミン50％溶液
(PPGに溶解）

•イハラキュアミン ML-630
変性アミン50％溶液
（特殊ポリオールに溶解）

•各種ポリオールにMBOCA溶解品
各種可塑剤にMBOCA溶解品
（受託生産も可能）

• ポレアSL-l ODA 

゜-0-＂f 
CH3 0 

出N - CO ¥CH2CH2CH,cH,oImCH,cH,cHCH,o+g-0-NH, l. 
I 

新規熱硬化性ポリウレアエラストマー

ホレ アR
ポレアは全く新しい熱硬化性エラストマーです。

裔強度・高弾性・耐熱性・耐水性・耐衝撃性・耐久性に優れます。

用途

♦鉄銀・製紙・染色などの各種弾性ロール
♦キャスターなどの工業部材

♦試作モデル材料
♦樹脂型材料など

イ｝＼ラケミカJし工業株式会社 東京都台東区池之端1-4-26（ク ミアイ化学工業ピル4F)

〒110-0008TEL03-3822-5233 http://www.iharachem.eo.jp/ 



ご挨拶

日本ウレタン建材工業会

会長三浦吉晴

会誌39号発刊に際しご挨拶申し上げます。まず

初めに関係官庁、建築学会及び関係者の皆様方には、

当工業会に対しご支援とご鞭撻を賜り厚く 御礼申し

上げます。

今年度上半期のウレタン防水の出荷状況ですが、

前年比97.1％の実績であり若干前年を下回っている

ものの、昨年上半期は一作年のエ期遅延案件や消費

税の影響で特に出荷量が大きく伸長したことを勘案

すると、ウレタン防水は今年も伸長傾向にあると考

えております。

さて、世界経済では中国経済が減速し 7％成長を

維持するのが困難な状況であると予想されており、

国内経済にもマイナスの影響が出てくる可能性があ

ります。

また、建設業界におきましては気候変動の影響で

今夏は近年にないほど天候不順であり、長雨 と台風

による影響で夏の繁忙期での防水工事の遅延が発生

しております。第4四半期は降雨や台風の影響が低

減して、遅延した工事が進むことを期待しており ま

す。

一方では 2020年の東京オリンビック開催を目指

して着々とインフラの整備や施設建設が着工されて

おりますが、この工事の集中的な増加に伴い、近年

の建設業界の深刻な問題となっております職人不足

が更に厳しい状況になっていくものと思われます。

このような状況の中、施工現場においての施工効

率化、エ期短縮がさらに強く求められていると言っ

ても過言ではありません。

当工業会はこのような状況を時代の要請と受け止

め、ウレタン防水工法の優位性であります、施工の

省力化、簡略化などによ る工事費低減や工程削減、

特化則対応への環境配慮により業界に貢献して参り

たいと思います。

最後に、ウレタン建材の特性、優位性を生かした

建設分野への用途展開はこれからも広がりを見せ更

に業界での果たす役割は大きくなってゆくものと考

えております。防水材料ではトッ プシェアの工業会

として、防水業界をリ ー ドする工業会 として発展に

尽力してまいる所存ですので、皆様方のご支援、ご

指導をお願い申し上げます。
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I Nuk第1回研修会レポート I 

テーマI: UR都市機構改訂仕様について

都市機構住宅経営部保全技術チーム

主幹谷口政和

主査舟橋忠孝

司会 本日の日本ウレタン建材工業会第一回研修会

最初の講義は UR都市機構様より UR都市機構改訂

仕様についてご講義を頂きます。平成26年度改訂

仕様書が発刊されましたので改訂仕様を中心に変遷

なども含めご説明くださいます。それでは UR都市

機構住宅経営部保全技術チーム主幹谷口政和様、主

査舟橋忠孝様よろしくお願いいたします。

■挨拶
都市機構住宅経営部保全技術チーム 谷口政和氏

谷口 ただいまご紹介頂きました、都市機構本社住

宅経営部保全技術チームの谷口と 申します。本日は

よろしくお願いいたします。本日は 日本ウレタン建

材工業会の皆様方の、栄えある第 1回研修会にお招

き頂きまして、多くの皆さまを前に致しまして光栄

な次第です。冒頭より当方から少し挨拶をさせて頂

いてから、テーマに関する説明の方に移りたいと思

います。

さて、平素は私ども UR都市機構の業務に関しま

して、ご理解とご協力を賜わりまして、誠にありが

とうございます。UR都市機構は、昭和 30年に戦

後の都市部への急激な人口集中に伴う絶対的な住宅

不足の解消を背景に不燃住宅を大凪供給するため

に、 日本住宅公団として発足したものが母体となっ

ております。当時としては画期的でございました、

ステンレスの流し台がついたダイニングキッチン、

備え付けのお風呂や水洗トイレなど、現在の集合住

宅のルーツとなる様々な先進的な取組みを実施して

参りました。その後、住宅・都市整備公団、 都市基

盤整備公団、そして平成 16年独立行政法人化され

まして、現在の UR都市機構となり、本年で、設立

60年を迎えたところでございます。

現在では 4大都市圏、東京を中心とした関東圏、

名古屋圏、大阪圏、福岡圏の近郊を中心としまして、

約 75万戸の賃貸住宅を管理しております。 60年の

賃貸住宅管理の中では、先ほどお話しましたダイ ニ

ングキッチンの他にも、 外装、住宅部品、設備機器

の利便性などもさることながら、様々な不具合を解

消すべく、日々改良、 改善に取組んで参りました。

そしてこの間、生活を していくための基本的な衣 ・

食・住の「住」の部分を根幹としまして、風雨を防

ぐといった側面でウレタン建材工業会の皆様方には

多大な貢献を頂いて参りました。

これから URの基本的な保全仕様をまとめた共通

仕様書の改定内容について、ご説明申し上げます。

皆様にとりまして、有意義なひとときとなりますこ

とを期待しますとともに、工業会の皆様方のますま

すのご発展 とご隆盛を祈念いたしま して、冒頭のあ

いさつとさせて頂きます。本日はよろしくお願いい

たします。

司会 つづきまして舟橋忠孝様に UR都市機構の保

全工事共通仕様書改定内容につきま してご説明頂き

たいと思います。
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■各種規格の変更・仕様変更について
UR都市機構の変遷と改定仕様について

講師 ：都市機構住宅経営部保全技術チーム

舟橋忠孝氏

研修はじめに

都市機構の変遷と平成 26年に改定した保全」こ事

共通仕様書の、改定内容等を説明します。

冒頭会長の挨拶の中で施工の省力化や、平成 24

年にウレタン塗膜防水施工マニュアルを発刊するな

ど、工業会を上げて取組む話がありました。現場で

材料を混合するウレタン防水は、品質管狸に課題が

残る場合がありました。このような課題をl=i本ウレ

タン建材工業会として施工精度の統一を1図る努力し

ているのは、都市機構としても非常に心強いと思い

ます。

1.ストック住宅の現状

社会インフラである都市機構住宅は、昭和 30年

に公団設立後供給され、今年 60周年を迎えること

となります。図 1-1のグラフで昭和45年～ 47年

をビークに年間約4万戸建設し、現在は延べ 75万

戸の住宅が供給されています。

図 1-3は、エ法別の戸数の表ですが、境式工法や

ラーメンエ法が大半を占める割合となります。

2 住まいづくりの変遷と材料・仕様

公団は発足．lt)」11社和 30年から、住まい方の提案、

住宅部品住宅設備、新しい建設技術を開発しながら、

材料や仕様を決めて来ております。公団の創世記の

30年代に関しては、食事室と台所を中心とした生

活の提案。それまではDKを別々に生活していなかっ

たものを、ダイニングとキッチンという提案をして

近代化を医ってきています。洋式トイレ、ステンレ

スの流し台、玄関のシ リンダー錠などを、公団で開

発をして供給しました。

昭和 40年から昭和 54年を、メインス トックと呼

び、高度経済成長の中で大鼠に狐産化された建物で

す。而測発、大規模開発をしており、管理戸数のビー

クに当たる時期です。

UR貨貸住宅の年虞別讐環闘始戸II

紹lG30隼代a鳩の1l静えが竃み．UR●市●蠣が●揖纏持讐曙している貫貸住宅u
平慮22,.,._軍..卓で約76万”とCっている

図1-1 UR賃貸住宅の年度別管理開始戸数

工法別住戸散・住檀艶のll!J

亭戴22零慶末にお"●UR●●tt宅の●遭戸歓＂よび檀 飲●工法胴（量式．ラーメン`
量"'＿メン、 99ルフ• 一ム ・式ブレ年ャスト HPC． 量式9-9ンプレ専•ス,.,-メン

ブレ＊曽スト、その飽）に●●しそnそれの量的なポ，)ュームt以下にまと●●●

工法別 住戸散・住檀数及び窮合一貫

●●●● 

●亥X● ●,．，．9●●nてい●●●コン9,'→●●9皇ぃ●●●写し●わ"い●● ”゚ “'” ’'ふ 9 9ー、9.”̀
虹•,．し●●●＾●●鰐e●●m●●●● ,_,,..と``• ―•-." ＇993219 .... ’`‘ .̀.. 

.｀”..，ン9り→•t....p.. ，.,,,”"は●●●●～＇

畳 9-鼻ンエ“ . .，..ma99•9● 虞●●●●● 92んた9-9,．．で ● ●”....と ..，..＂ &... ．..” ..... 
..........` "に●●●●●●，．09●●●●"●と‘'冒●●ヽ と".

”●9•一ム工● urX•t●●“"••エ●で ●●●●と』，でエ ● た●●ー企璽・ュ・しよ●● za520" ュ,.、 .... ...,. 
虞●●●

●が℃工● ●●工●＂虞●●ユヽ9.'→●●● エ ●化べい9で ●と露● 9 ●●●●の大• ,0 :m ,..,,.. ，・“'● 999い

情• .."m飢．っ，＂ HO●の● とH●●内●の••“＆武•の9-»/. ..,....，、，. ...，鸞•1••,. u 9●●●●と一偉●し"'` 編力●と,....n.... 
． ｀ラ—ん.,cエ● ●富9-9,．．.,… •^"t● ●.,エ●で●貪9ール●●の●●で●● ● ●`roo貫 '・" '"● 

.'99 ●,..のL•し ●●●●ない．．．

9-ん9C工● «●工漏"’一9ン●●●工●化した•"でエ●"""""'鸞ン讐・・＂鴫●● 9』會ヽ... '・"" '“噂 a"̀ 
●℃●9刀●大●9レーン●●いて●●●て●工●，

..,,,＂ビ ー，．．

叫••99

9 .. ”.，ん9ヽ ●●2● 9.’’‘ 

図1-3 工法別 住戸数 ・住棟数及び割合一覧

昭和 55年から平成 6年をニューストック 2と呼

び、ち ょうどバブルのあたりになります。この頃に

なると、社会的なニーズの多様化や、凪から質へと

いう流れがあります。この間、 40面程度の住宅が

70 rri程に拡大しています。それと 同時に、 耐震基
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準が整備され、昭和 30年代、最初に建てたものか

ら建替えが始まりました。

● BL部品

● 骰備檀器の

システム化

平成7年以降をニューストック lと呼び、この頃

になると環境問題、省エネ化や高齢化の対応など住

戸内の多様化が挙げられます。先ほどのニュース

トック 2よりもっと新しいユニットバスやシステム

キッチンを導入しています。

● 高齢化対応

● ユニバーサルデザイン

● 安心安全（オートロック／監視カメラ）

3.外装・住宅部品・設備の変遷

浴槽の変遷について木製浴槽、ホーロー浴槽 800

型、ホーロ ー 1100型、 FRP浴槽 1100型その他と

なります。 トイレも和式のトイレから、洋式のトイ

レになります。

4.仕様書等の変遷年表

公共の仕様書 として、工事共通仕様書は昭和 30

年に発刊し、平成 16年に公共住宅建設工事共通仕

様書に統合され現在に至っています。

保全工事共通仕様書は、59,60,61年と毎年発刊し、

平成元年からは 3年毎に発刊 しています。公共住宅

建設工事共通仕様書昭和 63年の発刊からは、 翌年

に発刊するというサイクルです。

5.保全工事共通仕様書

保全工事共通仕様書は、約 75万戸を維持管理す

べく、施工仕様の標準化、部品及び機器の規格仕様

の統一化を図り、施工品質の確保並びに設計及びエ

事監理業務の効率化を目的としています。

仕様構成について、公的な規格等が整備されている

機材は、 JIS、JAS及びJASS等で対応します。材料

や工法が一般的に普及、定着しているが、公的な規

格等は整備されていない機材等は、都市機構がある

一定の品質基準を定め、仕様化します。

保全工事共通仕様書平成 26年版と機材及び工法

の品質判定基準 仕様登録集は、都市再生共済会の

図書販売サイトで購入が可能です。

6.新築時の屋根防水仕様変遷

昭和 30年か ら昭和 32年（発足当時）は、モルタ

ル防水を採用しています。防水剤をモルタルに混入

して塗るエ法で、施工は容易であるが、せん断や引っ

張りに対する抵抗力が弱いなどの欠点がありまし

た。昭和 33年からコンク リー ト防水。昭和 38年か

らアスファルト防水を採用しています。当時は断熱

という観点がなくアスファルト露出防水のみを施し

た仕様となっております。露出であることでメンテ

ナンスが容易で漏水の個所が分かりやすいというメ

リットがありましたが、表面の膨れや不陸に追随出

来いなどのデメリットがありました。次に昭和42

年から 48年頃まで内断熱アスファルト防水を採用

しています。躯体の PCやMF工法の開発が進み、
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階高を統一するために二重天井を取りやめ、最上階

室内環境緩和策として、屋根スラブ下面に化粧断熱

材を直張りする内断熱工法としました。昭和49年

から外断熱のアスフ ァルト防水、昭和 52年から押

さえコンクリ ー トを採用 しています。

7.屋根防水修繕

屋根防水の修繕は、これまで端入してきた各種防

水工法の全てが対象となる。初期工法であるモルタ

ル防水、コンクリ ート 防水等については、ほとんど

露出アスフ ァルト防水に改修している。また、昭和

49年以前に建設された住棟には、 屋根の断熱が施

されておらず、これらの住棟については、修繕II寺に

断熱性能を付加している。

修繕に関して大事なのは、住みながら施工を前提

としおり、既存の防水を剥がさず、その上にかぶせ

る工法を採用している。

都市機構の修繕の基準は、淵水などの不具合が生

じた場合部分的な補修をしております。何年周期で

全面修繕を実施するなどは決定しておりません。基

本的には概ね 12年以上経った屋根に関して雨淵り

の修繕が多くなってきた屋根に関して、 全面修繕を

実施する仕様となっております。予防保全的な考え

方ではなくて事後修繕です。

既存屋根、コンクリートブロックエ法、アスファ

ルト成形板工法もしくは、露出アスフ ァルト防水工

法を全面修繕する際に、外断熱露出アスファルト防

水工法もしくは、外断熱加硫ゴムルーフィングエ法

を実施します（表 7-1)。

既存屋根、コンクリート押え工法を全面修繕する

際に、脱気絶縁複合防水工法を仕様としている。今

回の改定により、ポリマーセメント系複合防水工法、

加硫ゴム系ルーフィングシー ト防水工法及び全面修

繕 2回目以降の仕様を追加した（表 7-2)。

..ェロ ・行貫• ． 

●ア．＊ス．9の．9うえ●． ト

•ン.. "コ"*し’高”贔 拿マ-"t•メヽ リ 忠
' ・ゴノ,,,.. 鳥ェ嶋●●●

事濠,, ..  f9 9T隋●●9.99いT,•”••99 ""9 9 ’ 9 ● r ふ
がぶC言裏

゜ ゜"" ' ..， OC量） OC,> 
と，99 

i '*,_..999"99• ●99≪99 9J,●Uマ●91IUを鯰よ99卜●皿• がぷC方真 ゜ ゜
L 9., 

・9 
し1•

00  O<W と9•

芸 鴫シ（零ー置"9讐9鋼這心幻1拿●過コ●L)鼻ル一9、9 かよC方式
..  貪震

Lと 91•9 

議.£ー山9.. 99墳買9ア●9ス999け働＊エ
かぶ望角ヌ

L̀ ' 

i 
●●9貫 3 ̀’ 

.. 999-9"行●嶋*湛漏19●.. '●“9 た 9Cり
紗ぷe加 u, 
..寓虞

1̀’ 

i 
濠”9●』’•'山”‘11匹 lu ”‘e方 ゜

と棗9

：： 
..9武 °“' 

しし9

慮＊渾f9藷邊麟褥『遠リ←セタ"“'鰊
か tヽ””<

゜ 29. 9 ． on "' 

表 7-2

~-- . ::•-' 
岱；,1.,五 |-：.r |oi』|:；；;＿ |,．竺;:l ●鴫

‘’ ' ― 

;’’ 

口
・
鳥
• ロ

表7-1

8. ウレタン防水仕様（平成26年版変更点）

ウレタン防水の平成 23年度と 26年度の比較をし

ます。

脱気絶縁複合防水工法は、昭和 52年から採用し

ています。押さえコンクリ ー トを残 し防水修繕とし

てウレタンゴム系塗膜防水と改質アスファルトシー

トの 2エ法を採用しています。今回は大幅に改定し

ました。防水工法種別として、ポリマーセメント系

塗膜防水工法、加硫ゴム系ルーフィングシー ト防水

工法、全面修繕 1回目、 2回目以降を追加しました。

工法は、各製造所メ ーカーで養生時間が異なります

ので、製造所の仕様としました。また、保護塗料の

使用贔について、予防保全的な考え方の基、1.0kg 

としています。

つづきまして、 全面修繕の2回目以降の仕様を追

加しました。

全面修繕 1回目において、ウレタンゴム系塗膜防

水工法を多く施工している実績があ ることから、基

本的に既存のウレタン防水の上に施工することが前

提となります。通常の密着工法と大きく違う のは下

地の状況の確認です。下地調査で防水の施工に先立

ち既存塗膜の種類、劣化状態及びその下地の調査を

行うということで、既存の塗膜の膨れや、付着力の
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確認など劣化状況の確認をします。

次に、既存のウレタンゴム系塗膜防水の製造メ ー

カーと新しく 塗る製造メーカーが必ずしも一緒では

ありませんので、双方の柑性の確認をする必要があ

ります。

付店強度O.lN/mni、密着部が0.5N/m111については、

風圧力を計算して値にしています。既存塗膜の付着

力と新規塗膜の密粧性を確認することが修繕 2回目

で重要なとこ ろです。

試験方法は、基本的にクロスカ ット法で3箇所ず

つ試験します。プライマーも既存塗膜との密沿性の

確認が必要です。下地処理の方法について、浮きや

剥がれに関しては、切開をして補修をします。ルー

フドレーンや脱気装附は原則、再利用になります。

以上が平成 26年版の主な改定内容となります。

9.省エネ法

仕様書の改定からは少し離れますが、省エネ基準

について平成4年に新省エネ基準、平成 11年に次

世代省エネ基準、 平成 25年にその次の次世代省エ

ネ基準が改定されています。住宅の屋根に関しては

平成 26年度に施行されていますが、 今まで屋根、

開口、壁といった部位毎だったのが、 今回外皮全体

で省エネ基準を満足するよう改定しています。

改修に関しては施工而積が2000！甘以上に当たる

工事で全体の 1/2を改修するという 屋根に適用され

るのですが、 URとしては、基本の積算 として、改

修時に硬質ウレタンフ ォーム 50mn]をベースに考え

ています。

脱気絶縁工法で施工する際は、該当しませんが、

断熱材を一度撤去するような」三l且：が出て来た場合

は、該当します。

10.最近の URの取組み

最近の URの取組みを紹介させて頂きます。ご存

知の通り 2011年に東日本大震災が発生 し、その後

すぐに様々な取組みをしています。 今取組みをして

いるのは復興における整備事業や災害公営住宅の事

業の取組みをしています。

現在、公営住宅建設を福島県約 800戸、宮城県約

3600戸、岩手県約 1100戸、合計で約 5500戸とな

ります。

吠:慣舅市街直鶴事藁

而災●公富住宅聾鋼●●

・て．．:n....,..erゴ― ..._nn・_．9し
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最後に最近の取組みということで、「団地のみら

い」洋光台プロジェクトを神奈川県の洋光台団地で

建築家の隈研吾氏を中心に横浜市と洋光台の未来を

ということで様々なプロジェクトを今展開中です。

これは都市機構のホームページを見ると展開が分か

るようになります。

回 璽
田iせの圭栗
The Future of Housing Complex Project 

danchinomirai.com 

u暉貸住宅 団地の未来プロジェクト

団地の未来を描く

建築家隈研吾氏を「ディレクターアーキテクト」、佐藤可士和氏

を「プロジェクトディレクター」として迎え、横浜「洋光台団

地」の未来を描き、さまざまなプロジェクトを展開します。

- 16-



次にMUJixURということで、MUJIとコラボレー

ションし、団地の良さを見直し、壊し過ぎず造 り過

ぎない とい うコンセプ トでリノベーション実施して

います。興味のある方は見に行って頂ければと思い

ます。

もう 一つはイケアです。 ヨー ロッ パのかぐメ ー

カーの「イケアと URで住もう」というこ とで、イ

ケアのコーディネ ーターが住宅の内部をコーディ

ネートしてそれをベースに リノベーションを してい

くというようなこ とのプロジェ ク トを実施していま

す。

MUJI4UR 団過リノペ ノヨノプロジェクト

u暉貸住宅 MUJixURJ司地リノベーションプロジェクト

団地が理想の家になる

アイデアひとつで●●らしが賣わる．

'イケアと
URに住もう。
1 

UR貧貸住宅 イケアとURに住もう。

団地の良さを見直し、 「こわしすぎず、つくりすぎない」という

コンセプトのもと、これまでにない新しい賃貸住宅をつくってい

きます。

アイデアひとつで、暮らしが変わる
ちょっとしたアイデアで、お部屋をもっと素敵に。環境にやさし

い毎日を、もっと自分らしく。そんな理想的な暮らしを、あなた

もはじめてみませんか？

疇 りH彊り仕上,1外璧の偶全技循
調査診断から改修工事後の保全技術まで

タイル張り仕上げ外壁の保全技術

一隣董，：断から改修工事との伐全技術まで＿

■目次 ■

◇はじめに

◇建築物の長寿命化とタイル張り仕上げ外壁の保全

◇定期調査報告制度と外装仕上げ材の維持保全

◇タイル張り仕上げ外壁の劣化現象と対策の要否判定

◇タイル張り仕上げ外壁の補修・改修技術

◇改修工事後の保全計画

◇附属資料〈エ法紹介〉 全23工法を網羅

オールカラー A4判 142頁
編著 日本建築仕上学会外壁保全技術の体系化委員会

定価本体価格2,400円（＋税）
発行 （株テツアドー出版
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永年の実績・豊富な工法

h4•J,“• 日日
ウレタン系塗膜防水材 II 各種塗床材

アクアコート＃2800ウレタンゴム系塗膜防水材 アクアコートハードU硬質ウレタン系塗床材

II ウオータークィーンHR水性硬質ウレタン系塗床材

II #9000低臭ビニルエステル系塗床材． 
1アイレジン株式会社

工場／千葉県野田市中里222fl(04)7129-3121 営業本部／埼玉県吉川市中野338fl (048) 983-3883 
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ウレタン用液状配合剤
う防水材、床材、テニスコート、

競技用グランド材などに

利 用 されています。

東京樹且旨工業株式会社
本社／東京都千代田区岩本町 2-10-1
〒 101-0032 fl 03 -3863 -1258 

工場／千葉県市川市鬼高 1-3 - 12 
〒272-0015 乞 0473-79 -7701 

http:/ /tokyo-jushi.co.jp 



| Nu k第1回研修会レポート

テーマ11：ウレタン防水の変遷
JIS • JASS 8改定・公共建築仕様書改定解説

■はじめに
参考仕様を含めた JASS8の改定についての説明

会が企画されました。しかしながら、 2014年版の

JASS 8だけを説明しても今までの全体の流れが分

からないとピンと来ないと考え、公的仕様の変遷に

ついてまとめてみました。

まずA3の探料(2~ 3頁）を見ていきます。我々
メーカーが上市してその製品を使った仕様、エ法を

世の中に認めても らうにはどんなステップを踏む

か。この一党表で見れば左から右へという流れに

なっています。つまり、 一番左に JISがあり、それ

から JASS8（建築学会の仕様）として認めて頂き、

最終的に国交省の仕様に入るのが大きな流れかと思

います。

なお、この表にあるように、法令やJISが変わる

時には「改正」、国交省やJASS8等の標準仕様書の

ような基準を変える時には定める方の「改定」、国

交省の監理指針や全防協の「防水施工法」、 NUKの

マニュアルのような教科書 ・解説書的なものを変え

る場合には、 言べんの「改訂」を使います。

■JIS A 6021の変遷
まず、 JISA 6021の改正からお話ししたいと思

います。

ウレタンを含む塗膜防水材の JISが初めて制定さ

れたのは 1976年です。その後 1989年に全面的な

見直しが行われました。実質的にはここがスタート

となります。この 1976年版から 1989年版に変わ

る時に「屋根防水用塗膜材」から 「屋根用塗膜防水

1976 S51 

1989 HOl 

1995 H07 

2000 Hl2 

2006 H18 

2011 H23 

日本ウレタン建材工業会

技術委員長鈴木博

表 1.1 JIS A 6021の変遷

名称 内容

制定 屋根防水用塗膜材 制定

改正 屋根用塗膜防水材 全面的見直し

改正 同上 SI単位系への移行

改正 建築用塗膜防水材 外壁用塗膜防水材との統合

追補 同上 引用JISの改廃に伴う変更

改正 同上
1類⇒高伸長形（旧1類）． 2類の廃止
高強度形の新設

材」に変わりました。

1995年は SI単位系への移行に伴う改正ですが

2000年に大きな改正がありました。ここで、外壁

用の塗膜防水材の規格(TRA 1001)と統合されて

JlSの名称も 「建築用塗膜防水材」となって、規格

表も屋根用と外壁用の 2枚になりました。しかしな

がら、 2000年の改正時には、 屋根用については部

分的な見直しに留まりました。

屋根用について実際に大きな見直しを行ったのは

2011年です。 したがって、 1989年から見る と22

年ぶりの大改正となりました。これには、いわゆる

超速硬化吹付タイプの防水材の性能の一部が、今ま

での JISにおさまりきらない為、これを JIS化した

いという背景がありました。

その結果、手塗りタイプを含む高強度のウレタン

を「高強度形」という名称でJIS化しました。一方、

従来からあるウレタンゴム系 l類は、「高伸長形」

という名称に変更し、そのまま存続させました。

2類については実際に世の中でものがなくなって

きて、製品寿命を終えたということで廃止しました。

JISでは「区分」によって種類分けを している部
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ウレタンゴム系塗膜防水材：公的仕様の変遷一覧表

日本建築学会 国土交通省 （建設省） 全国防水工事業協会 （全防協）

年
出荷量

JIS A 6021 | JASSS 新営 改修 防水施工法

(t) 標準仕様 参考仕様 標仕 （共仕） ＇ 監理指針 標仕 （共仕）
l 

監理指針 塗り工法 吹付け工法

＇ 
I 

1965 S40 ウレタンゴム系防水材 （タールウレタン．ノンタールウレタン） 試用開始

1969 S44 ウレタン塗膜防水の初期 材質および施工上の問題点が指摘されることが多かった

1971 S46 10. 000 ウレタン防水材出荷量 10. OOOt 

I 972 S47 14,400 

I 973 S48 21,400 

1974 S49 20, 200 

1975 S50 18,000 

1976 S51 19,400 「屋根防制水定用塗膜材」
| | I 
| I 

（ウレタンゴム系）
l l 

1977 S52 20 700 

1978 S53 22 100 ・塗膜防水技能士誕生 ・ウレタン／通気緩衝工法上市

1979 S54 23 900 

1980 S55 24,400 
I 

I 
l 

改定第2版 I | 
改訂ゴ改ム訂3版

1981 S56 22 500 
「塗膜防水材J 制定

I I （ウレタン 系規定
ウレタンゴム系 密着

I I 密着工法 L-PUI ~4) 
L-PUI ~4 

I l 

1982 S57 23 000 超速硬化吹付けタイプ （高強度）ウレタン 上市

1983 S58 25 700 
| 1984 S59 25 700 ウレタン複合防水上市

N 1985 S60 26, 400 

I゚ 改定第3版 I I 

1986 S61 27 900 
密着工法 L-UF l l 
緩衝工法 L-US 

l I 立上り 3ITITI仕様
l l 

l I 改訂三訂版

1987 S62 26. 400 l I 密着工法 L-UF 

I I 
緩衝工法 L-US 

I I 
立上り 311111仕様

1988 S63 27. 700 

改定共仕 l I 

改正 名称変更 ウレタンゴム系 制定 l 
改訂

I 
1989 HOI 29 300 「屋根用塗膜防水材」 密舟 X-2. X-3 

l l ウレタン掲載 l 
（全面的見直し） 絶縁 X-1 I 

立上り 3nm 
I I 

1990 H02 33 600 文部省 ・厚生省 防衛施設庁でウレタン防水仕様を採用

1991 HOJ 32,300 

I 制定共仕 l 

1992 H04 33. 900 I ウレタンゴム系制定 発刊

| 
密箔 X-2.絶緑 X-1 : ウレタン 掲載

I 
立上り 3/IITI仕様 I 

改定第4版 | 
改訂

| 

改訂イ四プ訂：版分密汗工法 L-UF 
改定共仕

| 
吹付けタイプ I 改訂四訂版

吹付け夕 離
I 993 H05 31 100 緩衝工法 L-US 

X-2. X-3、X-1 1 超速硬化ウレタン I 緩衝 NUK-No I ~2. 
超速硬化吹付けPU 掲載

立J:り 211111仕様
| に言及 I 

密精 NUK-No 3~5 
密沼 I 8~3 5nm仕様

超速硬化吹付けに言及
| I 

1994 H06 33 000 

1995 H07 33 800 手塗りタイブJISl類 （現高伸長形）／高強度複層ウレタン防水 上市

改正
| 

I 
I 

(SI単位系移行）
| | 

| I 

1996 HOS 35 900 | I 

R ー一ー



l― I 
l 改訂 I 

改定共仕 l 吹付けタイ プ I 
1997 H09 35 100 X-2, X-3, X-1 

l 超速硬化ウレタン I 硬化物比重換箕
I に言及 I 
I 

改定共仕
I 

改訂
I 密着 X-2 X-3 | 吹付けタイブ

1998 HIO 37, 500 I 絶縁 X-1 1 超速硬化ウレタン
I 硬化物比重換算 I に言及

1999 HI I 38 100 

改正名称変更 改定第5版
ワ、ヨ

l 

| 
I 

改訂五訂版
l I 改訂五訂版

2000 H12 39, 600 「建築用塗膜防水材J L-UF L-US 
I 

緩衝例示仕様なし
密着ワ準拠

（外壁用と統合） 硬化物比重換互 I 密着 L-UF準拠
』

2001 H13 38, 700 中央省庁再編

改定共仕

l 叫 T I I 
X-2 X-1 I 共仕以外の工法

| 

X-3廃止
1I 超速硬化吹付け | 

立上り2nm
I 

2002 H14 36,800 NUK／環境対応型ウレタン防水材システム認定制度発足
I 

I 
改定共仕

I 

l 1 改訂

l 
X-2. X-1 

1 共仕以外の工法X-3廃止
I 立上り2叩l 1 超速硬化吹付け

2003 H15 38、600

2004 H16 40, 600 建築 （改修）工事共通仕様書 ⇒ 公共建築 （改修）エ取標準仕様書

改定揖仕 l 改訂 I 改定標仕 l 改訂

X-2 X-1 l 標仕以外のエ法 X-2, X-1 
l 標仕以外のエ法

l 超速硬化吹付け l 超速硬化吹付rt

2005 HI 7 43、600 NUK／ホルムアルデヒド自主規制認定制度発足

| l 
改訂 2005年版

I 改訂 2005年版
N 

I 
緩衝 L-US準拠

密汗ワ準拠
に一一‘ 密落 L-UF準拠

| I 

2006 HIS 41 800 追補 I 
（引用JISの改廃）

I 

改定 標仕
| 改訂

改定標仕
改訂

2007 Hl9 42 500 X-2. X-1 1 標仕以外のエ法 X-2. X-1 標仕以外の工法

I 超速硬化吹付け 超速硬化吹付け

改定第6版 I 

2008 H20 47,000 
L-UF L-US 

ワ，ヨ
| 

総使用量導入 | 
軽歩行仕様迫入 | 

2009 H21 44. 500 

2010 H22 49 500 NUK/VOC自主規制認定制度発足
l l 

改定標仕 | 標仕以改外訂のエ法 改定標仕 I 標仕以改外訂のエ法
X-2 X-1 1 超速硬化吹付け

X-2, X-1 
1 超速硬化吹付け

| | 

改正 | | 改訂七訂版
201 I H23 50. 500 

1類⇒高伸長形 I | 緩衝 X-1準拠 改訂七訂版

2類廃止
l | 密箔 X-2準拠 密粁ワ準拠

新規高強度形
I l 

2012 H24 52,200 

I 改訂 | 改訂

2013 H25 53 700 
改定標仕 1 標仕以外の工法 改定憬仕 1 標仕以外のエ法
X-2 X-1 | 超速硬化吹付け X-2 X-1 | 超速硬化吹付け

I JIS／高強度形 | JIS／高強度形

改定第7版 I | 

L -UFS, L -UFH l I 

2014 H26 57,200 
L-USS, L -USH ヤマ l l 
JIS／高強度形 ケ ヨ
（超速硬化吹付け） l I 

標準仕様化 l l 



表 1.2 区分の見直し
製品形態による区分 適用（使用）部位による区分

1976 「主要原料による区分」のみ なし

【「主要原料による区分」の中に下記の記載あり】

1989 ・一成分形と二成分形とがある ・一般用一般平場部
1995 ・一成分形には．エマルションタイプと溶液タイプと ・立上がり用立上がり部
がある

【「主要原料による区分」の中に下記の記載あり】 a)屋根用
・一成分形と多成分形とがある ・一般用一般平場部

2000 ・一成分形には．エマルションタイプと溶液タイプと •立ち上がり用立ち上がり部
2006 がある ・共用両者に共通

b)外壁用

【「製品形態による区分」として独立J a)屋根用
n) I成分形 b)2成分形" l)一般用 一般平場部

201 I ※エマルションタイプと溶液タイプに関する記述は 2)立上がり用立上がり部
全面削除 3)共用両者に共通

b)外壁用

注I)"多成分形＂の用語が市場になじまなかったため ．市場で広く用いられている"2成
分形＂に変更

分があります。1976年版では、ウレタンとかゴム

アスとかじ要原料による区分だけがありました。そ

れが 1989年の改正の時に 「一成分形」、あるいは 「ニ

成分形」という分け方を取人れると共に、「一成分

形にはエマルションタイプと溶液タイプがある」と

いう記述が入ります。これはウレタンの一成分形で

はなく、ゴムアスとかクロロプレン系を頭において

書かれたものら しいのですが、材料について特定さ

れていないので実際にJISを迎用するに当たって混

乱が起きていました。

そこで 2011年版では、製品形態に よるに分を別

に設けて 1成分形と 2成分形に分けました。（漢数

字の一、二から箕用数字の l、2への変更はシーリ

ング材の JISに準拠しました。）

なお、2000年版で 「2成分系」を「多成分系」

に変えたのは、従米の主剤 ・硬化剤の 2つだけでは

なく、将来的には何種類もの材料を現場で混ぜるこ

とがあるのではないかと考えたためですが、この呼

称は汝透しなかったため、 2011年版では「 2成分

系」に戻しました。（シーリング材の JISも同じよ

うな経緯をたどっています。）

次は、 JISの試験条件についてです。ウレタン防

水材を持ってきて塗膜をつくって固め、引っ張った

りする時にどういう条件の下で行うかの晶準になる

のが標準条件です。温度について最初は 20℃だっ

たのですが、 2000年からは 23℃が椋準になってい

ます。湿度は 60%士15の後、 60%土20になって、

現在では 50%土10となっています。変わっていな

いようで変わっているのが実態です。

2000年版以降の湿度の50士10の所に（ ）が付

表 1.4 引張試験条件と単位系

標準となる環境条件 試験条件 規格1類

温度 相対湿度 試験体厚さ 引張速度 引張強さ

℃ ％ mm  mm/min （）内は参考

1976 
20士2 60士15

2 500 
25 kgf/cm2以上

[18-22) [45-75] (245.2 N/cm’以上）

1989 20±2 65士20
1 500 

245 2 N/c而 以上

1995 (18-22] [45-85] (25 kgf/cm’以上）

2000 
23土2 ISO土10) 2 3 N/mm2以上

2006 
[21~25] (40-60) 

2 500 
(- ) 

2011 

いて (50士I0)になりま した。これは 50％に対して

土10の表記が50％に対してその 10％増減なのか、

50という数字 に対し 10の増減なのか（つまり、

55%~ 65％なのか40%~60％なのか）分かり難い

ことから、後者である ことが分かるように％の表示

のものについては（ ）をつけて「％」を外に出すこ

とにしたわけです。

ここでは、引張強さの規格の推移を上げておきまし

たが、 SI単位系への移行もあって、「脱存不適格」

が生じないように規格値も配慮されています。2000

年版からは、標準条件の変更も考慮して、 SI単位

系で切りのいい 2.3という数字になりました。

実は表 14で一番問題なのは試験体の厚さです。

1976年版では 2mmだったのですが、ウレタン以外

の材料が Imn]だったので、1989年版では 1mmにな

りました。.JIS制定時に定めた規格値は、塗膜厚 2

mmにおけるデータに基づいたものであり、 2000年

版からは 2mn]に戻しま した。

2011年に「高強度形」を JIS化 したのですが、

その規格をどう 決めていったかという お話です。

表 l.6 高強度タイプウレタンの物性の経緯

監理指針
引張強さ

破断時
抗張積

共仕／揖仕 伸び率

以外のエ法
(N/cm2) 

(%) 
(N/cm) 

2001 新営 250以上 560以上

2002 改修 (1類(280以上）の2倍］

2004 新営／改修
・下限値は暫定 ・下限値は暫定

・実績は300以上 ・実績は900以上

2007 新営／改修 ・ 1類の上限実績450前後

2010 新営 200以上 700以上

2010 改修 10以上 200以上 700以上

2011 
JIS A 6021改正

10以上 200以上 700以上
高強度形

2013 新営／改修 JIS A 6021高強度形を使用
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超速硬化の吹付けのタイ プのものは、 1980年代

の初めに製品化され上市さ れ、集合住宅の開放廊下

や階段室の改修用途を中心に床防水で実績を上げて

いました。塗膜の性能の代表例では、引張強さ が

1 ON/ nun（ウレタンゴム系 l類の JISでは、2.3N/Ill而

以上）、抗張積が900N/mm（同、280N/mm以 1こ）、引

裂強さが 50N/mm（同、 14N/mm以上）と非常に似れ

たものでした。 しかしながら、破断時伸び率が

350%とウレタンゴム系 1類の規格 450%以上に届

かないため、 JISを取得できませんでした。そこで、

国交省の監理指針の平成 13年版(2001年）の 「共

通仕様書あるいは標準仕様吉以外のエ法」に掲載し、

そこでは破断時伸び率を250％以上、 抗張積を

560N/ mn]以上とし ました。抗張積は 1類の下限が

280 N / mn]なので、暫定的にその 2倍と決めました。

平成 22年版(2010年）の監理指針では、 伸び率

は200％で、抗張栢は700N / mmにしました。なぜ

かというと 2011年に向けてJIS化の作業をしてい

たので、 2010年時点では規格が決まっていたため、

その値に変更しました。JISの規格値は対象製品の

疲労試験等の検証データをベースに決定しました。

平成 25年版(2013年）の監理指針では、 JISのある

ものはJIS品を優先するということから、 JISA 

6021の高強度形を使いなさいとしてあります。

表 1.7 引張／引裂特性

項目 測定温度 119891 2000 
1976 1995 2006 2011 

憬準温度 2 452以上 | 23以上

引張強さ
無処理 -20゚C 100-300※ 23以上

60℃ 60以上※ 14以上
(N/mmり

加熟 標準温度 80~150※ 80以上※
引張

促進暴露 標準温度 80-150※ I 60-150※ 60以上※
性能
破断時の 無処理 標準温度 450以上

伸び率 加熱 標準温度 300以上 1 400以上
（％） 促進暴露 標準温度 300以上 1 400以上

抗張積(N/mm) 標準温度 2942以上 I 280以上

引裂 引裂強さ
標準温度 14 71以上 I 14以上

無処理 -20゚C 100以上※ 1 削除（引張性能と相関あり）性能 (N/mm) 
60℃ 50以上※ I

※無処理・標準温度の試験値に対する比率（％）

表 1.7は、 2011年版における主な改正点を上げ

ています。一つは標準温度の 23℃における引張強

さに対してその材料を -20℃で引っ張ったらどうな

るか、 60℃ではどうなるかという ことです。従来の

60℃の規格（ウレタンゴム系 1類）は 23℃で引張っ

た時の 60％以上ないといけないことになっていま

す。つまり 23℃で 2.3N/mni（規格値下限）というも

のが 60℃だったら l.4N/m前までは OKですよとい

う意味です。ところが、どんどん材料が多様化して

きたりあるいは環境対応で使う原料が限定されて来

たりすると、 今までと同じパターンで考えるのは難

しくなってきます。もっと性能の良いものも出てき

ます。

例えば 23℃で 4.0N/m而を示すものが出て来たと

すると、それを 60℃で引っ張ったら 60％以上なけ

ればいけないとなると 2.4N/mni以上になります。と

ころが、 2.4N/m而とい う数字は 23℃における規格

下限値の 2.3N/m而よりも高い数字になっているわけ

です。何故 2.4N/mni以上でないと ダメなのか？とい

うことで、 実際に皆さ んが新しいものを開発する時

の妨げになっていました。 したがって、それを

2011年版からは％表記（相対値）ではなくて 60℃な

ら1.4N/nmi以上あればいいという絶対値に変えたわ

けです。ですから、 実際にものをつくったり開発し

たりする方にとっては自由度が大きくなったはずだ

と思っています。

それから塗膜を加熱したり 、促進暴露をかけたり

アルカリに浸けたり酸に浸けたり、色々な劣化試験

をしたあと、物性がどこに納まらなければいけない

か。従来は例えば引張強さなどに上限値が定め られ

ていたのですが、上限値が本当に必要かを見直すこ

とにして、それ以上高いと何か問題があるのかを検

証した結果、問題ないと結論付けました。もちろん

物性とい うのは引張強さだけではなくて、 伸び率と

か色々なことを同時に測るわけです。引張強さが強

くなると、固くもろくなると思われがちですが、同

時に伸び率の方の規格を満足していればいいわけで

す。きちんと伸びがあって強くなる分には何の支障

もないわけですから、上限値を削除しま した。

それから皆さんあまり気がついていないかも知れ

ませんが、 JISの中でどこ まで 「有効数字」 を丸め

て出すか。有効数字が2桁とか、丸めの幅はどのく

らいといったことをちゃんとJISに書き込みました。

ウレタン防水材の場合は充填剤とか色々なものが

入ってきて、いわゆる純粋なポ リマーの挙動とは
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表 1.9 有効数字の明確化

表示例
項目 数字の丸め方

例•1 例•2

引張強さ T, 有効数字 2桁 3 O N/mm1 11 N/mm' 

破断時伸び率 E 丸めの幅 10 690% 1110% 

抗張積 TP 有効数字 2桁 450 N/mm 1200 N/mm 

引裂強さ TT 有効数字 2桁 21 N/mm 45 N/mm 

加熱伸縮率 s 丸めの幅 01 -2 5% 09% 

引張強さ比 RT 丸めの幅 1 85% 105% 

たれ長さ 丸めの幅 01 05mm 2 6mm  

固形分 丸めの幅 0 1 97 0% 98 5% 

硬化物密度 有効数字 2桁 13 Mg/m3 0 98 Mg/m3 

迎っているので、イj効数字は基本的に 2桁としまし

た。 したがって 3.0とか 1Iという表示になります。

もう—つ、イj効数字ではなくて、「丸めの I|1,ii 」と

いう表視で規定したものがあります。例えば仲び率

ですが、丸めの輻 10ということは、「693%という

測定結果だとしたら一の位を四捨li人して 690％で

良いです」と。それから 「1105%だった ら5を四

捨五入して 1110%にしなさい」ということです。

その他の改正点

硬化物比重 ⇒ 硬化物密度 【表1.8】 (4頁）
旧規格の硬化物比重を廃止し．硬化物密度を新設。
2005年以降．“比重＂という用語の使用が不可．“密度”に統一された 。
密度の単位．Mg/m3（メガグラム／立方メートル）［JISK 6268] 
比重 ： 1.0 ⇒ 密度• l.0Mg/m3

促進暴露試験にキセノンアーク法を追加 ［表1.10】 (S頁）
キセノンアーク法(WX)の普及による。
従来：オープンフレーム（サンシャイン）カーポンアーク法(WS)のみ。
暴露時間：WS/250時間 WX/325時間

試験片の裏表の区別 【表1.11】 (6頁）
試料を型枠に流し込んで硬化させ．塗膜を作製する。
塗膜作製時に露出していた面を「表面J.型枠の底板に接していた面を
「裏面」とする。
促進暴露試験：塗膜表面を光源側に向ける。
加熱／促進暴露／オゾン処理後のひび割れ観察．塗膜表面で行う。

（塗膜裏面のひび割れは観察の対象としない）

あと、今度 「硬化物比『［」を「硬化物密炭」に変

えましたけれども、 2011年の改 I|：．時に 「比屯」と

いう 言菓は使えなくて「密度」に変えることになり

ました。そこで比里だったものを密炭に変えた途瑞

に数字が変わってしまうとややこしくなってしまう

ので、見かけの数字が同じになるように、 JlSK 

6268に従って、Mg/面（メガグラム ／立方メートル）

という 耳間れない単．位としました。

それから促進媒露の試験にキセノンアーク法を追

加しました。これは、実際に硲料業界もキセノンに

シフトしていますし、メーカーさんの中でも、 1,1分

のところはキセノンアーク法の機械しか持っていな

いといった所も出て来ているので、オープンフレー

ム（サンシャイン）カーボンアーク法でもキセノンアー

ク法でもどちらでも良いという形にしました。ただ、

ある周波数の紫外線の照射屈がキセノンとサンシャ

インでは辿うので、暴露時間はサンシャインの 250

時間に対して 1.3倍の 325時間にしています。こ

れは、どちらかで合格すればいいとし)うものです。

サンシャインでイ召合格になったサンプルでも、キセ

ノンで合格するのであればそれでも柚いません。合

格となります。

つぎに、試験片の災表の区別です。今I［ー1|は塗ll莫を

つくった時の露出面、窄気側の方を表面、咆枠の底

板に接していた面を裏面と規定して、促進暴巌試験

で試験体を取り付けて照射する時に、唸ll莫作製時の

燦出した面（表面）を光源側に向けることとしました。

それで、促進暴露のひび割れの観察は冷ll如りの表而（投

するに鐵出していた方）で行うこととしました。

今後も、 JISをより良いものにしていければと思

いますのでご協力をよろしくお願いいたします。

■JASS 8の変遷
表2.1JASS 8の変遷

1972 制定
塗膜／ウレタン防水なし

547 第1版
1981 改定 塗膜防水工事の制定 ウレタンゴム系の登場
S56 第2版 ウレタンアクリルゴムゴムアスファルト ただし密着仕様のみ(L-PU1~4)
1986 改定 メンブレン防水として統合 ・ウレタンに緩衝（絶縁）仕様登場
S61 第3版 （アスファルトシート塗膜） l-UF（密着） l-US（絶緑）
1993 改定

メンプレン防水にトーチ工法追加
・ウレタン防水立上り

HOS 第4版 塗膜厚3mm⇒2mm
2000 改定 防水材施工工程表と保謹仕上げ工程表 メンブレン防水層標準仕様以外で防水
Hl2 第5版 を一体化 設計上参考となる仕様の登場

2008 改定 露出防水に歩行／軽歩行が認められた ・非歩行用仕上塗料シルパー・トッブ
H20 第6版 ただし歩行用lよFRP防水のみ 軽歩行用それ以外の仕上塗料

2014 改定 高強度形ウレタン防水の標準仕様化 ウレタンゴム系参考仕様の見直し・追加
H26 第7版 ただし超速硬化吹付タイフのみ ・非歩行用仕上塗料削除

次は JASS8 です。 JASS は(•社） 11 本建築学会

の標準仕様です。もちろん防水工＇れ以外にも色々な

「ポがあるわけで、標準仕様化にあたり、それを分

科会に分けて検討したわけですが、防水工事が第8

分科会だったので、防水工事の JASSを独立させる

時に、 JASS8となったわけです。

JASS 8としては 1972年に第 1版が出たのです

が、ここではウレタンは人っていませんでした。
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1981年の第 2版に始めて塗膜防水が人り、ウレタ

ンも人りました。この時は密着仕様だけで、仕様の

内容も L-PU1~4で現在とは全く内容が迎うも

のです。

そのあと 1986年に JASS8の改定が行なわれま

したが、そこで初めて通気緩衝工法（絶縁仕様）が人っ

て、同時に密着を L-U F、絶縁を L-USとして、

現在の形になったわけです。あとで出て来ますが、

この最初の段階は立上りも平場も塗膜）旱は 3mmだっ

たのですが、 1993年に立上りは 2mmで良いと変え

ました。それから 2000年には参考仕様という考え

方が登場して、標準仕様になっていないものも取り

上げられるようになりました。

1981年版（昭和 56年）ウレタンゴム防水層の種別
L-PUl L-PU2 L・PU3 L-PU4 

工程・l
プライマー

(O 2 kg/m2) 

工程•2
ウレタン防水材または1妾着剤 ウレタン防水材

(O 3) (1 5) 

工程.3 補強材
ウレタン防水材

(1 O) 

工程-4
ウレタン防水材

(15) 

工程-5
ウレタン防水材 ウレタン防水材 ウレタン防水材

(1 S) (2 O) (1 O) 

工程-6
ウレタン防水材

(15) 

用途 屋根・ひさしおよび室内床用 室内床用

保護仕上げ ：塗装．ウレタン舗装．モルタル／コンクリート押え

L-PU1~4が 1981年に初めてウレタンが仕様

に入った時の記念碑的な仕様です。あとはずっと

JASS 8の各年度毎の仕様を配布査料に入れてあり

ますのでご闘いただきたいと思います。少しずつ

色々変化しているのですけれども、この辺は作った

方々の努力が色々な形で反映しているとご理解頂け

ればとおもいます。

1986年版で、密済と絶縁の両方が揃ったのです

が、 81年版、 86年版の作成苦労を知らない方が多

いと息いますので、これを機会に足非会社に帰って

熟読してJI]きたいと思います。

81年版、 86年版に書いてあることは、ウレタン

防水を何とか公的な仕様に載せようとした、ウレタ

ンのグ討仕方の汗の結晶ですので、晶礎知識として

持っていて頂きたいと思います。

表2.2 下地の乾燥状態（水分）

|,1一般に乾燥程度の測定装置には確実なものがないが普通コンクリートの
場合Ken水分計を用いて8％以下の状態にあれば一応安全圏内にあるといえ
る (285頁）

1981 Kett8％水以分下Itで ,2下地水分の確認はモルタル水分Itにより瀾定する方法があるがむしろダ
ンポール11¥またはピニルシートを敷き経時後その湿り度合い結露状態など
目視観察で判断することが多いいずれにしても下地水分のチェックは防水
施工技能士など多年の経験者の判断によることが望ましい (304頁）

1986 1981年版 1,,<)の記述は削除されている （当該箇所44頁． 111-112頁）

1993 同上

2000 同上

2008 同上

2014 同上 （当該箇所93頁）

日本達築学会に寄せられた買問に対する回答(201S年2月）
, JASS8第2版(1981年）の鮒駁に『Kenの水分計を用いて8％以下の状態にあれば一応安全圏内に
あるといえる』との記述をしておりましたが第3版(1986年）ではこのような記述をなくしました。以
降の版．今回の改定(2014年版）においても水分It.含水率については具体的にふれておりませ
ん。（以下略）

それでは個別に説明していきます。皆さんが色々

なところで苦労されていると思いますけれども、下

地の水分はどれくらいにしなければいけないか、乾

燥度合いはどうなったら施工しても良いか、という

問題です。これに対して JASS8はどういう答をし

ているかというと、 1981年版では、 ①水分計で8%

以下であれば•応安全圏内にあるといえる、 ②確認

は水分計で測定する以外にもいくつか方法がある、

と固いてあります。

ところが 1986年版以降は、 ①も②も削除されて、

「下地の乾媒度合に注慈しなさい」としか淋かれて

いません。これは2014年版でも同じです。学会では、

水分計による］i発的な測定では信頼性のあるデータ

が取れない、視状では水分計や試験紙による）J法に

は推奨できる方法はない、との見解です。そして、

ビニルシートをかぶせて一昼夜放磁し、結露状態を

観察する等の定性的な方法を紹介しています。

表2.3 材料の名称（保護・仕上げ）
標準仕様 参考仕様

1981 仕上塗料 ウレタン舗装材

1986 仕上塗料 ウレタン舗装材

1993 仕上塗料 ウレタン舗装材

2000 仕上塗料 ウレタン舗装材 仕上塗料

2008 
軽歩行用仕上塗料(3) 軽歩行用仕上塗料

非歩行用仕上塗料(4) 駐車場用仕上塗料

2014 軽歩行用仕上塗料 仕上塗料(5)

注(3)2008年版で初めて露出防水に「歩行，軽歩行」が認められた

ウレタン防水における通常の仕上塗料（アクリルウレタン系ふっ素系ハルス

ハイブリッド系．アクリルシリコン系など）はすべて「軽歩行用」に区分される［耐

摩耗性等による差別化ができないため］

(4)「非歩行用」ばいわゆる「シルパートップ」と呼ばれるアルミ粉等を含んだ仕上

塗料で， 2014年版では削除した

(SI市場におけるウレタン防水用の仕上塗料にば「軽歩行用J,「駐車場用」等と称

する区別はなく，今後の展望も含めて，2014年版の参考仕様においては．「仕上

塗料」の名称に一本化した

2008年版で、 FRP防水が標準仕様化され、イ呆設・

仕上げとして 「硬質系不飽和ポリエステル樹脂を主
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成分とするもの」を用いた場合、「歩行用」として

認められました。それまで JASS8では、露出防水

は非歩行用とされていましたが、これをきっかけに、

アクリルウレタン系、ふっ素系、ハルスハイブリッ

ド系、アクリルシリコン系などの仕上塗料による保

護・仕上げが「軽歩行用」に分類されました。因みに、

タールウレタンの上に塗っていたシルバート ップは

「非歩行用」に位置づけられましたが、タールウレ

タン自体が市場から姿を消したため、 2014年版で

は、 「非歩行用の仕上塗料」を削除しました。

なお、 2008年版では、 「保護 ・仕上げ」からウレ

タン舗装材を削除しましたが、標準工法と しては実

績が減少していることと、陸上競技場の走路等に用

いられているエ法がJASS8では「運動場」に位置

付けられながら 「軽歩行用」に留まっている矛盾の

解消を図りました。

表 2.4 脱気装置の設置

1981 （密芳仕様のみ）

1986 30~ 100m2 
①シート防水の項に，「30~100m2」の記載あり(68頁）
②ふくれ予防策として各種の脱気装置がある(112頁）

1993 
通気緩衝シートは脱気装證との組合せで効果があることは明
記されている(179頁）

2000 so~1oom2 
一般にS0~100m2ごとに設醤するが，屋上の構造用途防
水下地の含水率などにより増設することがある(238頁）

2008 so~1oom2 
一般に50~100而程度ごとに設醤するが，屋上の構造用途
防水下地の乾燥状況などにより増設することがある(258頁）

2014 so~1oom2 
一般に50~100m’程度ごとに設置するが，屋上の構造，用途，
防水下地の乾燥状況などにより増設することがある(273頁）

基本的は考え方／経験・実績(NUK)
5~10m間隔で設置（面積で表すと 25~100m叶こ1箇所）
NUK「ウレタン塗膜防水施エマニュアルJ ( 2012年版 ： 56頁 ） • so-100而に1個程度

全防協「防水施工法」 ( 2011年版• 370頁 ）
一般に25-100而程度に1箇所の割合

国交省「新営監理指針」(H25年版：273頁）
SOm叶こ一箇所程度

脱気装置の設置方法については、 1981年版では

密着仕様しかなかったので何も書いてありません。

1986年には絶縁工法が出て来たのですが、ウ レタ

ンではなくシー ト防水のところに 「30~ 100 rrlに
1箇所」という記載があります。その後 2000年版

ではウレタン防水のところに 「50~ 100 rriに 1箇
所」と記載されています。元々の考え方は 5~ 10 
m間隔で脱気筒を設置 しなさいというものです。

2000年版の時にこれを面積に換算 した 25~ 100 
liに 1箇所では選択幅が広過ぎるので 50~ 100 tri 
に 1箇所にしたというのが実態です。NUKのマニュ

アルでもそれを反映して 50~ 100 rrlになっていま

す。逆算すると 7~10m間隔ということになりま

すが、面積表示のみでは間隔を考慮せず、面積のみ

が一人歩きする危険性が指摘されています。

表2.5 塗膜厚さ
塗膜厚さ決定の判断は，下地の状態，部位，重要度，歩行・非歩行の別な

どによるが経済性をも考慮したうえで決定された。

使用量表示(kg/m’あるいは蹂/m')と塗膜厚さ表示(mm)の2とおりが考え

1981 Iられるが施工中の段階では厚さのチェックは難しいので使用量表示とし
た。

実際に施工する場合目標厚さに対する単位面積当りの防水材使用量を

把握し，各工程ごとの所定量を均等に塗布することが重要である。(288

頁）

立上がり部のように日照りによる紫外線照射の負荷が小さい部分や下地
1993 Iムーブメントの小さい小面積についてば防水材の使用畳を2.5kg／而とし，
塗膜厚さを約2mm（平均）とする。(172頁）注(1)

注（1)パラペット天端等の水平部分も2mmでよい。（⇒雨水滞留なし）

塗膜の厚さについて JASS8では、 1981年版か

ら「施工中の段階では厚さのチェックは難しいので

使用量表示とした」として最初から使用量で管理す

るという姿勢になっています。

なお、 1993年版から立上りは 2mmに変わりまし

た。ここでちょっと勘違いされている方もいらっ

しゃると思うのですが、単純に水平面が3mmで、垂

直面が2mmということではありません。そのように

考えて、 パラペットの天端などは水平なので 3mm必

要ではないか？と質問してくる方がい らっ しゃいま

すが、ここは 2mmでいいのです。なぜかというと、

屋上の平場のところは、雨が降ると長期的に雨水が

滞留する危険性がありますが、 天端の水平部は、雨

水が長期に滞留する危険性はありませんので、立上

りの仕様(2mm)を適用してください。

1981 

(S56) 

2014 

(H26) 

表 2.6 防水材の希釈

冬期施工など練り混ぜた防水材の粘度が高く施工が困

難な場合は，防水材製造業者の指示によりトルエンまた

はキシレンで希釈してもよいただし希釈剤の添加量は

10％未満 I物性の低下および硬化時における収縮の発生を考慮し，
練混ぜ量に対し10％以上の希釈剤を使用してはならな

い希釈剤はキシレンかトルエンに限定し，いわゆる塗

料用シンナー・ケトン類は使用してはならない．（306頁）

希釈剤は．原則として用いないことが望ましいが，低温

時などウレタンゴム系防水材の粘度が高く施工が困難

5％以内 な場合は．防水材製造業者の指定する希釈剤を用いて

希釈するただし．希釈剤の量は防水材に対し5％以内

とする (275頁）

現場施工型であるウレタン防水の抱える問題に、

季節による材料粘度の変化（施工性の変化） がありま

す。季節別の商品を用意したり、配合処方の工夫に

よって季節差を緩和していますが、冬期に溶剤添加

が行われる場合があります。一方、 季節的要因とは
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無関係に、安易な溶剤添加により防水塗膜の品質低

下を招いているケ ースも散見されます。そこで、

2014年版では、希釈剤は原則として用いない こと

とし、施工が困難な場合でも防水材に対 して 5%以

内（質量比）としました。

以下は 2014年版の仕様の表になっています。

L-UFS [2014年版 ：表1.25】

こ＼＼竺 平場(RC・PCa下地）
立上り(RC下地）

（勾配 1/SO~l/20)

工程ー1 プライマー塗り 0 2kg/m2 プライマー塗り 0 2kg/m' 

補強布張付け 補強布張付け

工程-2 （ウレタンゴム系 （ウレタンゴム系

高伸長形防水材） 高伸長形防水材）

工程-3
ウレタンゴム系 3 Okg/m' ウレタンゴム系 2 Okg/m2 

高伸長形防水材塗り 高伸長形防水材塗り

工程-4
ウレタンゴム系 ウレタンゴム系
高伸長形防水材塗り 高伸長形防水材塗り

旦 f 軽歩行用仕上塗料
仕上塗料

（平場と同一材料とする）

工程1
軽歩行用

0 2kg/m' 
仕上塗料塗り

仕上塗料塗り ［平場と同一使用量とする］

Liquid塗膜防水．Urethane．ウレタン．Fullybonded密;I!,Soft．高伸長形

従来は、 L-UFとL-USしかなかったのですが、

J I Sでウレタン防水材が高伸長形と高強度形が

入ったことで、高伸長形を S、高強度形をHで識別

することとしました。従って、高伸長形の密着仕様

は、 L-UFSとなり ます。

L-UFH【2014年版 ：表1.26)

平場(RC・PCa下地）
（勾配 1/50~1/20)

立上り(RC下地）

プライマー塗り 0.2kg/m' プライマー塗り |D.2kg/m' 

云攣厚tl30kg/m,1云攣；ぢt|2 0kg/m’ 
軽歩行用
仕上塗料

軽歩行用
仕上塗料塗り

0.2kg/m' 

仕上塗料
（平場と同一材料とする）

仕上塗料塗り
［平場と同一使用塁とする］

l 塗膜防水 ， U• ウレタン， F• 密箔， Hard ： 高強度形

同様に、 高強度形の密着仕様は、 L-UFJ--1となり

ます。ただし、ここでの高強度形は、超速硬化吹付

けタイプに限定されます。

超速硬化吹付けタイプですから、平場も立上りも

なく 一発で仕上げていいことになります。

L-USS【2014年版 ：表 1.27】

こ＼、竺 平場(RC・PCaALC下地）
立上り(RC下地）

（勾配 1/50~1/20)

工程ー1 通気緩衝シート張付け プライマー塗り 0 2kg/m' 

ウレタンゴム系
補強布張付け

工程-2 （ウレタンゴム系
高伸長形防水材塗り

3 Okg/m' 高伸長形防水材）

工程-3
ウレタンゴム系 ウレタンゴム系 2 Okg/m2 
高伸長形防水材塗り 高伸長形防水材塗り

工程-4
ウレタンゴム系
高伸長形防水材塗り

工戸 f 軽歩行用仕上塗料
仕上塗料

（平場と同一材料とする）

工程ー1
軽歩行用

0 2kg/m2 
仕上塗料塗り

仕上塗料塗り ［平場と同一使用量とする）

L ： 塗膜防水． u• ウレタン ． Spot bonded：絶緑． s：高伸長形

L-USH [2014年版 ：表 1.28】

平場(RC・PCa・ALC下地）
（勾配 1/50-1/20)

通気緩衝シート張付け

立上り(RC下地）

プライマー塗り I 0.2kg/m' 

ウレタンゴム系 ウレタンゴム系
高強度形防水材吹付け J.Okg/m'高強度形防水材吹付け12.0kg/m'
（超速硬化吹付けタイプ） （超速硬化吹付けタイブ）

軽歩行用仕上塗料

軽歩行用
仕上塗料塗り

0.2kg/m2 

仕上塗料
（平場と同一材料とする）

仕上塗料塗り
［平場と同一使用量とする］

L ： 塗膜防水． u ： ウレタン． s． 絶縁 ． s• 高伸長形

こちらは、通気緩衝工法（絶縁仕様）で高伸長形を

用いたL-USSと、 高強度形を用いた L-USHに

なります。

表2.7 超速硬化吹付けタイプに関する定義

L-UFH (259頁）

ここで使用する防水材は，」ISA 6021: 2011の屋根用で規定されるウレタ

ンゴム系高強度形のうち，超速硬化吹付けタイプのものとする

ウレタンゴム系防水材の総使用昼については，L-UFSと同様に平場は

3.0kg/m2,立上りは2.0kg／而とし 1工程で所定の塗膜厚さ（平場．平均

3mm,立上り：平均2mm)を施工できるとともに，補強布を使用しない

2014 超速硬化吹付けタイプ(267頁）

(H26)| 2成分形の一種であるが専用の吹付け機械を使用し短時間でゴム弾
性のある塗膜を形成し，次の工程に移ることができる材料である「超速

硬化」の特徴ば解説表1.36に示す材料特性を有し，平場と立上りを同

一材料で施工できることである試験方法ば」ISK 6870: 2008（接着剤一

多成分接着剤のポットライフ（可使時間）の求め方）による

| ------•一··-超速硬化吹付けタイプウレタンゴム系防水材の特性 （解説表1.36)

指触乾燥：月（23℃)| 60:こ| JIS K68::：；：64方、去3

超速硬化吹付けタイ プが標準仕様に登場するのは

初めてですので、表 2.7に示すように、性能を定義

しました。
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参考仕様（ヤ）【2014年版】

ウレタンゴム系高強度形塗膜防水工法超速硬化吹付けタイプ

駐車場仕様

平場 (RC・PCa下地）
（勾配1/50~1/20)

立上り (RC下地）

プライマー塗り I 0.2kg/m2 I プライマ＿塗り I 0.2kg/m2 

ウレタンゴム系 ウレタンゴム系
高強度形防水材吹付け j3.0kg/m'I高強度形防水材吹付け |2.0kg/m'

骨材散布・仕上塗料
仕上塗料

（平場と同一材料とする）

骨材散布
（硬門ウレタンゴム系 !1.skg/m叶 仕上塗料塗り I 0.2kg/m2 
仕上材吹付け）

仕上塗料塗り I 0.3kg/m2 

参考仕様ですが、従来も駐車場仕様（参考仕様（ 卜））

はあったのですが、色々な材料を含んでいて手塗り

でも吹付けでも良いこともあって整理がつかな く

なってしまったため、今回は一旦削除しました。

今回の駐r|I場仕様は参考仕様（ヤ）とし、超速硬化

吹付けタイプに限定しました。

参考仕様（マ） ［2014年版】

ウレタンゴム系高強度形塗膜防水工法超速硬化吹付けタイプ

密着仕様

平場 (RC・PCa下地）
（勾配 1/50~1/20)

立上り (RC下地）

プライマー塗り I 0.2kg/m'I プライマー塗り |0.2kg/m2 

ウレタンゴム系 I ウレタンゴム系
高強度形防水材吹付け 2.0kg/m'I高強度形防水材吹付け |2.0kg/m2

仕上塗料
仕上塗料

（平場と同一材料とする）

仕上塗料塗り 0.2kg/m1 
仕上塗料塗り

［平場と同一使用量とする］

開放廊下，階段室，ベランダなど（階下が居住空間ではない部位）

［⇒ 長期にわたる雨水滞留の恐れのない部位］

参考仕様の（マ）というのは 2014年で新 しく出来

たのですが、これは、平場を 2111111にした超速硬化吹

付けタイプで、標準密着仕様L-UFHとの追いは平

場のウレタンの使川塁だけです。これはどう使うか

というと、大きな屋根等ではなくて、開放廊下、階

段宰、ベランダなど階下が屈住空間ではない部位で

す。実質的には先程立上りの水平部分の話をしたよ

うに、開放廊下、階段室、ベランダというところは

長期にわたって雨水が湘留する恐れがない部位で

す。

参考仕様（ケ） ［2014年版］

ウレタンゴム系高強度形塗膜防水複合工法手塗りタイプ

密着仕様

工~程‘‘~9位 平場 (RC・PCa下地）
立上り (RC下地）

（勾配 1/50-1/20)

工程-1 ブライマー塗り 0 2kg/m2 プライマー塗り 0 2kg/m2 

ウレタンゴム系
捕強布張付け

工程-2 1 Skg/m2 （ウレタンゴム系
高伸長形防水材塗り

高伸長形防水材）

ウレタンゴム系 ウレタンゴム系 2 Okg/m1 
工程-3

高強度形防水材塗り
1 Skg/m2 

高伸長形防水材塗り

工程4
ウレタンゴム系
高伸長形防水材塗り

ェ］雙史戸 仕上塗料
仕上塗料

（平場と同一材料とする）

工程•1 仕上塗料塗り 0 2kg/m2 
仕上塗料塗り

［平場と同一使用量とする］

それから（ケ）も新しく参考仕様に入れたのですが、

これは手塗りタイプを対象と しています。 1層日に

高伸長形（つまり従来の 1類）を塗って、その上に高

強度形の手塗りをする複府構造です。この仕様の特

徴は 2014年の建築学会大会で発表 しました。邸仲

長形と高強度形を組み合わせることにより、非常に

面白い効果がでました。補強布を入れた高伸長形単

庖よりも破断しにくいのが特徴で、手塗りウレタン

の密着工法なのに補強布がいらない というものです。

この下層と上層の）厚さの比率は、下恩の高イrl]長形

の方が厚いと効果が薄れるので、 1対 lとしたもの

を参考仕様に入れました。

立上り部は、そんなに強度がいらないので、高伸

長形だけとしましたが、そのため補強布を人れる こ

とになっています。補強布の効果には色々議論があ

りますが、やはり、立上りの ところに補強布を使う

のは防水材をある一定以上 ここで確保してだれな

い、膜）旱を確保しやすいという意味です。

上述したように、補強の面からいえばここも同じ

ような複層仕様に持ってきて補強布を抜くこ とが可

参考仕様（ヨ）【2014年版】

ウレタンゴム系塗膜防水工法密着厚塗り仕様

工； 位
平場 (RC・PCa下地）

立上り (RC下地）
（勾配 1/50~1/20)

工程ー1 プフイマー塗り 0 2k,lm2 ブライマー塗り 0 2k,Jm2 

ウレタンゴム系
補強布張付け

工程・2 （ウレタンゴム系
高伸長形防水材塗り

高伸長形防水材）

工程-3
ウレタンゴム系 6 Okg/m2 ウレタンゴム系 3 Okg/m2 
高伸長形防水材塗り 高伸長形防水材塗り

工程-4
ウレタンゴム系 ウレタンゴム系
高伸長形防水材塗り 高伸長形防水材塗り

工戸げ 仕上塗料
仕上塗料

（平場と同一材料とする）

工程-1 仕上塗料塗り 0 2kg/m2 
仕上塗料塗り

（平場と同一使用量とする］
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能ですが、コスト的な面から、立上りは補強布を人

れる従来のエ法をそのまま使った仕様にしてありま

す。

最後に（ヨ）というのは従来からある―|→・法で、平場

6 mm、¥・1.I・・.り3mmという厚塗りの1-．法です。.JASS8 

の参考仕様には色々なジャンルのものが人っている

わけですが、邸耐久を謳った仕様はウレタンの（ヨ）

だけです。

JASS 8は以上です。

■国士交通省仕様の変遷
表 3.1 仕様書と監理指針

新築に適用 改修に適用

建築工事共通仕様書 建築工事監理指針 建築改修工事共通
違築改修工事
監理指針（新営共仕） （新営監理指針） 仕様書（改修共仕）
（改修監理指針）

1989 HO! 改定◎ 改定◎
1992 H04 制定◎ 制定◎
1993 HOS 

一
’‘ 

1199998 7 H⑲ 
r 

HlO ，へ u 
2001 H13 

中央省庁再編
く） （） 

2002 H14 

＾ 公共違築工事標準 達築工事監理指針 公共建築改修工事
建築改修工事
監理指針

仕様書（新営橿仕） （新営監理指針） 渭準仕様書（改修環仕）
（改修監理指針）

2004 Hl6 ヘ （う （） () 

2007 Hl9 わ n n （） 
2010 H22 n 
2013 H25 lJ 
2016 H28 改定中 改訂中 改定中 改訂中

最後に国交省仕様です。

国交省の椋準仕様あるいは監狸指針については、

新築）—IJ と改修用の 2 つがあります。 改修川にはタイ

トルに 「改修」という文字が人っていますが、新築

川には 「新築」という 言葉は入っていないため、単

に椋準仕様、監狸指針といった場合に何を指すのか

曖昧なので、新築を指す場合は頭に 「新営」という

語句を付けて区別するという方法が川いられていま

す。仕様害の改定とか監理指針の改i［の時には 「新

営」という文字を頭につけて、改修と区別しながら

作業しています。

さて、建設省の時代には、仕様古、監理指針は建

設省のものであり、 一部の省庁（郵政省や文部省等）

はそれぞれ独nの仕様書を持っていました。あるい
は当時の防衛庁は建設省 と全く 同じものを防衛庁の

名前で出しているとか、いくつか公的な仕様があり

ました。2001年の中央官庁の 再編を受けて、平成

16年版からは、公共建築工事として官庁に係わる

ものは•本化されました。

この平成 16年版から、これまでの「共通仕様書」

という呼び）］から 「株準仕様書」に変わり、略称も

「共仕」から 「標仕」になりました。さらに、平成

16年以降は1互回、新築のものと改修のものが同時

期に出されるようになり 、従来は 4年毎に出ていた

ものが、 3年紺になりました。

（新営 ：平成25年版）
ウレタンゴム系塗膜防水の種別及び工程（表9.5.1)

種別 X-1 （絶縁工法） X-2 （密着工法）

工程 材料・エ法
使用量

材料・エ法
使用量

(kg/mり (kg/mり

1 
接着剤塗り

.゚3
プライマー塗り

通気緩衝シート張り（注）5
02 

ウレタンゴム系
ウレタンゴム系

2 
塗膜防水材塗り

塗膜防水材塗り 03（注）1
3 0（注）1. 補強布張り
（注）4

ウレタンゴム系
3 

ウレタンゴム系
塗膜防水材塗り 塗膜防水材塗り 27（注）1

ウレタンゴム系
(I 7)（注）2

4 仕上塗料塗り 02 （注）4
塗膜防水材塗り

5 仕上塗料塗り 02 

こちらは新営（新築）の場合ですが、皆さんおなじ

みだと息いますが、 x-1、X-2、現在の平成 25
年版はこうなっています。

表3.2 改修工法の種類及び工程

工法 POXエ法 L4Xエ法

I既存防水層 保護アスファルト ウレタンゴム系

I新規防水層 ウレタンゴム系 ウレタンゴム系

工程 X-1 X-2 

1 既存保護層（立上り部等）撤去

゜2 既存保護府（平坦部）撤去 撤去せず

3 既存断熱材撤去

4 既存防水屑（立上り部等）撤去

゜
撤去せず

5 既存防水層（平坦部）撤去 撤去せず 撤去せず

6 既存下地の補修及び処醤

゜ ゜7 防水層の新設

゜ ゜8 断熱材の新設

， 保護層の新設

それから改修の方は、アスファルトのコンクリ ー

卜押さえ（保護工法）に対して、保設図を残したまま

ヒにウレタンを施」ー．する POX丁法とウレタン征昇出

防水の上にJi'l!i_[する L4Xエ法です。
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（改修 ：平成25年版）
ウレタンゴム系塗膜防水の種別及び工程（表3.6.l)

種別 X-1 （絶縁工法） X-2 （密着工法）

工程 材料工法
伎用量

材料・エ法
使用量

(kg/mり (kg/mり

1 
接箔剤塗り

03 ブライマー塗り 02 
通気緩衝シート張り（注）5

ウレタンゴム系
ウレタンゴム系

2 塗膜防水材塗り 03（注）1
塗膜防水材塗り

30（注）1.注）4 補強布張り

ウレタンゴム系 ウレタンゴム系
3 

塗膜防水材塗り 塗膜防水材塗り 2 7（注）1,（注）4

ウレタンゴム系 (1 7)（注）2
4 仕上塗料塗り 02 

塗膜防水材塗り

5 仕上塗料塗り 02 

基本的にはアスファルト保護防水の上の改修はウ

レタンの絶縁仕様(X-1)、ウレタン防水の改修は

塗重ねなので密着仕様(x-2)になっています。こ

れは平成4年の制定時から全く変わっていません。

表3.3 塗膜厚さ
1989 HOl 新営

1992 H04 改修
1993 HOS 新営

平場3mm

1997 H09 新営
立上り部3mm

1998 HlO 改修

施工種別X-1.X-2の立上り部においては
平場 3mm

2001 Hl3 新営
平場部との取合いから100mm程度の高さま

立上り部2mm で．防水材の増塗りを行う。
［監理指針も含め．変更理由の記載はない】

2002 H14 改修
2004 H16 新営・改修 平場3mm

施工種別X-1.X-2の立上り部においては，

2007 H19 新営・改修 立上り部2mm
平場部との取合いから100mm程度の高さま

2010 H22 新営・改修
で，防水材の増塗りを行う。

2013 H25 新営・改修
平場3mm
立上り部2mm

（上記記述の削除）

て、 庇、ベランダ用で、塗膜厚さの薄い仕様です。

新営の平成 13年版(2001年）で、標準仕様には薄

い仕様はいらない、逆の言い方をすれば、ウ レタン

は庇とかベランダとかの防水材ではなく、大面栢の

屋根の防水が主と して認知された、との認識から

X-3を削除してもらいました。そのためにX-1、

X-2の方に、庇とかバルコニーが入ってきました。

さらに、平成 25年版(2013年）で、 X-1とX-2の

仕分けをクリアにしました。

表3.5 下地の乾燥 【新営監理指針I

(8) 下地の乾燥を判断するには，目安として下記のIi)~(iii)のような方法
があるが．十分に検討し．次の工程に進むのがよい。
Ii I 高周波表面水分計で定期的に数ヶ所を測定し，含水率8°/wt程度とす
る方法。

1989 HOl (iプi) ピニールシートなどの黒いシートをコンクリート面に敷き，周囲をテー
で押さえ， 一昼夜さらしてコンクリート面に生ずる結露の状況により判断
する方法。
(iii) 表面が白く乾燥し，掃いた粉に湿気がなく，軽く飛散する状態であれ
ばよいと判断する方法。

① (iii)下地の乾燥を判断する目安としては．次のような方法がある。
高周波表面水分計で定期的に数箇所測定し判断する方法。

1993 HOS 
通常，含水率8'/wt程度以下を可とする。
② ピニールシート等の黒いシートをコンクリート面に敷き，周囲をテープで押
さえて一昼夜放匹しコンクリート面に発生する結露の状態により判断す
る方法。

③ 乾燥状態は．次のような方法によって判断する。
1997 H09 1) 高周波水分計による下地水分の測定。

2) 下地をビニールシート等で覆い，ー昼夜後の結露の状態。

2013 H25 3)コンクリート打込み後の経過日数。
4) 目視による乾燥状態の確認。

下地の乾燥については、先ほどの JASS8と同様

です。平成元年版(1989年）の監理指針では、 「高周

波表面水分計で定期的に数箇所測定し、 8％以下を

最初にこの仕様が出来た時には、平場も立上りも 可とする」というのがあり、単発的な測定で信頼性

3 mmだったのですが、 2001年の改定の時に平場は のあるデータを得るのは困難との見解でしたが、平

3 mm立上りは 2mmになりました。 成 9年版(1997年） 以降は具体的な数字は削除され

表 3.4 適用部位

1989 HOl 新営監理指針 X-1. X-2屋根． Xー3庇．ベランダ等

1993 HOS 新営監理指針 X-1 X-2屋根， X-3庇，ペランダ等

1997 H09 新営監理指針 X・l, X・2屋根 X-3庇ペランダ

2001 Hl3 新営監理指針 X-1 X-2屋根，ひさしバルコニー

2004 H16 新営監理指針 X-1 X-2屋根，ひさし，バルコニー

2007 H19 新営監理指針 X-1, X-2屋根，ひさし，バルコニー

2010 H22 新営監理指針 X-1, X-2屋根，ひさしパルコニー

2013 H25 新営監理指針
X-1屋根
X-2屋根，ひさし，開放廊下，パルコニー

X-3削除

表911

表911 

表911 

ました。

その他の留意点

． 膜厚管理 【表3.6] (33頁）

新営監理指針(H元年版）， 改修監理指針(H4年版）

針入式膜厚計による検査(X-1.X-2:2.0mm以上）

新営監理指針(HS年版）， 改修監理指針(HlO年版）以降

針入式膜厚計は防水層を傷つけることになり欠陥につながりやすい。

使用量管理とする。

・ 脱気装置の設置 【表3.7】 (34頁）

新営監理指針(H元年版）、改修監理指針(H4年版）

50~100m叶こ一箇所

新営監理指針(HS年版），改修監理指針(HlO年版）以降

50m引こ一箇所程度

入隅・出隅の処理 【表3.8] (34頁）

新営監理指針(H元年版）， 改修監理指針(H4年版）

入隅：直角出隅丸面（その後丸面又は45度）

新営監理指針(H25年版）， 改修監理指針(H25年版）

入隅：直角，出隅．45度の面取り

共仕の制定時にはX-1、X-2のほかにX-3があっ

-30 -



その他の留意点です。

膜厚管理ですが、新営監理指針平成元年版(1989

年）では針入式膜厚計で検査 した場合に、 3ml]！仕様

の場合は、 2mm以上なければいけないと書いてあり

ましたが、新営監理指針平成 5年版からは、「新入

式膜厚計は防水層を傷つけることになり欠陥につな

がりやすい。」したがって「使用醤で管理する」と

変えて現在に至っています。

脱気装置の設置方法は、当初「50~ 100 rriに l
箇所」でしたが、平成 5年版(1993年）以降 「50

面に 1箇所程度」になり、現在に至っています。

また、入隅 ・出隅の処理は JASS8にもあるので

すが、最初に出た時から入隅は全部直角ですが、 出

隅は丸面と、 45度で面取の併記を経て、現在は 45

度の面取りに落ち着いています。

全防協の「防水施工法」は、労働省が始めた技能

検定の国家試験に向けた教科書として用意されたも

のです。

「防水施工法」

5.1発刊の経緯

• 昭和 51年に ， 労働省から職業訓練科の中に「防水施工科」が追加され，
技能検定が国家試験として実施されるようになったことを契機として，
防水施工に携わる若い技術者や技能員の人々の教科書とするため，
「防水施工法」の初版が発行された。【四訂版「はしがき」】

•本「防水施工法」が国家資格である1 , 2級技能士の受験用教科書として，
あるいは防水施工の管理に携わるものの防水工法の基本を学ぶ教科
書としてまた広く一般の者にも活用され，防水施工の信頼性確保と防
水工事業界の発展に寄与することを望むものです。【五訂版「はしが
き」】

「防水施工法」は、 実際の施工の話なので、今日

は紹介だけに留めますが、超速硬化吹付けタイ プウ

レタンに早くから注目して、 1993年の四訂版から

すでに取り上げています。2000年の五訂版では塗

膜防水を塗付け工法と吹付け工法に二分し、独立し

た項目として解説しています。手塗りのところも含

めて是非目を通してください。

以上で今日用意したものはおわりです。どうもあ

り力ゞとうございました。

| 全国防＊＇Jフレッシュ連合会 唸〗'

Japan 

Waterproofing 

Refresh 

Federation 

北海道防水

リフレッシュセンター

リフレッシュセンター北

中国防水リフレッシュセンター

— -{ 九州 •G8防水
リフレッシュセンタ

総合防水材料メーカー

日新工業椋式会社
http://www.nisshinkogyo.co.jp 

関東防水

リフレッシュ事業協同組合

リフレッシュセンター中部

-31-

全国防水リフレッシュ連合会
」apanWaterproofing Refresh Federation 

http://www.refresh.or.ip 

〒120-0025

口 東京都足立区千住東2-23-4 日新工業味内
TEL: 03-3882-2483 FAX: 03-3881-8545 

関東防水リフレッシュ事業協同組合・・・
近畿防水リフレッシュ事業協同組合
リフレッシュセンター中部・・・・・・・・・・・・
九州 •G8防水リフレッシュセン ター・・
北海道防水リフレッシュセンター・・
東北防水リフレッシュセンター・・

中国防水リフレッシュセンター……•
四国防水リフレッシュセンター・・
リフレッシュセンター北陸・・・・・・・・・・・・・

• 四03-3882-2483

匹06-6533-3191
8052-933-4 761 
・・ 匹092-451-1095 
匹011-281-6328
匹022-263-0315 

••• 四082-541-5033

匹087-831-8370
…匹076-222-3321
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必要事項をご記入の上 FAX、もしくはwebサイトよリお申し込みください。

悌テツアドー出版 FAX: 03-3228-341 0または http://www.tetsuadobook.com/

住所 〒 TEL 

FAX 

社名 部署 氏名

E Z株式会社テツアドー出版

カラー・43事例168P・2,800円（＋税）

リニューアル
成功事例集

〒165-0026 束京都中野区新井 1-34-14 云03-3228-3401

マンションから
オフィスまで

FAX03-3228-34 l 0 
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1 ここにもそこにもウレタン建材 ー

〇施工場所が海風、陸風が発生する海岸沿いのため施工時間が制限さ

れること、及び極端な変形屋根への均ーな膜厚確保を考慮して超速硬

化スプレーエ法が採用されました。

〇木造勾配屋根下地に対して、塩化ビニル樹脂系シー ト防水機械固定

工法が施工されていました。漏水原因の特定が困難なため、既存の塩

化ビニル樹脂系シート防水を残した状態で、高強度 ・高伸長型超速硬

化ウレタンによる塗膜防水工法を提案してこ採用頂きました。

奈川県藤沢市● 2,700ni 

AGCポリマー建材（株）

港湾施設屋根新築工事

四

長野県下伊那郡● 1,500m 
●日本特殊塗料掬

゜

某公共福祉施設屋根改修工事

匿



ここにもそこにもウレタン建材 | 
三重県四日市市● 1,050m 
●ティックプルーフィング（株

四日市市立某小学校屋上

回

山梨県甲府市●2,000ni 

●（樹ダイフレックス

某教育施設新築屋上庭園
| -

回

〇屋上の津波対策工事としてフェンスと外階段が設置され、その後防

水工事が計画されました。歩行と断熱ができるエ法とのことでウレタ

ン塗膜防水機械固定・ 断熱工法でこ採用頂きました。

0本物件は街並みの延長線上に建物を調和させるイメージにより躯体

が円形状と されています。その躯体形状にも対応が可能であり、更に

緑化部、 玉砂利敷設部、大庇、 立上り部などを高強度で連続かつ一体

化した防水層を形成できるウレタン＋ポリウレア複合防水工法のメリ

ットが評価され、こ採用頂きま した。



ここにもそこにもウレタン建材

」

ー）の防水施工工法をこ採用

ったため、調

こ採用頂きま

J 

〇屋上防水の改修に、防水性及び遮熱性の要望により、 自着シー トに

よる通気緩衝工法をご採用頂きました。また、保護仕上塗料は、遮熱

性能を付与した高耐候性塗料をご採用頂きました。

島県広島市 ● 1,000rri 

横浜ゴム（株）

校屋上

回

勢市●3,150ni 

保土谷バンテックス建材（株）

ョッピングセンター
上駐車場改修工事

~ 

東京都某所●500m

●東日本塗料味

集合住宅

湮厘l

湮恒l
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千葉県千葉市●4,800m

●田島ルーフィング（株）

放射線医学総合研究所
重粒子医科学センター
病院及び重粒子線棟屋上 ュ＝＝二：：：：．．

1 = :—· • • 
防水等改修工事

兵庫県神戸市 ●550ni 

●東洋ゴム化工品（株）

某ピル屋上改修工事

〇既存が押えコンク リート仕上げで基礎架台も多いことからウ レタン

塗膜複合防水工法を提案しま した。病院の屋上防水改修であるこ とを

考慮し現場で使用する溶剤の削減 ・低臭 ・エ期の短縮・廃材低減など

を考慮して機械圧送工法を提案、更に低臭 ・無溶剤の水系プライマー、

水系保護塗料を提案することで評価され採用となりま した。

湮恒］

〇既存防水層としてウ レタン通気緩衝工法が施工されており、塗り重

ねの容易さ、ウレタン防水材の信頼性の高さからこ採用頂きました。



30分硬化。低温にも強い
※気温により変化

臭気を気にする現場でも◎

2液特殊樹脂を採用。高強
度で、クラックにも追従。

特殊カートリッジ採用、市販の
シーリングガンで押し出すだけ
で2液が混さる攪拌不要構造。

E&L株式会社大成イーアンドエル
〒124-8535 東京都葛飾区西新小岩3-5-1 TEL. 03-3691-3112 
URL : http://www.taisei-el.eo.jp/ FAX. 03-3691-3035 

Iウレタン密着型通気緩衝シート 特許No.3779685| 

露着遁気シート
ウレタン密着型通気緩衝シートは塗膜防水用
の穴あきタイプの通気緩衝シートです。従来
の通気緩衝工法は密着工法と比較して工程
数が多くトータルコストの高い工法でした。
密着通気シート アルミは，このような欠点を
解消した通気緩衝シートです。

作業性と工程数は密着工法同等で、通気性
能と耐疲労性能は通気緩衝工法と同等の
品質です。
また、従来通気緩衝シートに必要不可欠で
あったジョイントテープと端末テープ
は、オーバーラッブさせることにより
シートの連続性が得られる工法である為
不要です。

製造元・販売代理店

9ルミ 0308AL .t..i. 
I 

補強クロス

粘着剤

穴あきアルミ

9 

ポリエステルクロス

アクリル系粘慧剤

ポリエステル不織布、 ポリエチレン、アルミ箔

東洋紡STC株式会社東京支社工業材料事業部東京工業材料G
〒104-0031 東京都中央区京橋一丁目17番 10号 TEL03-6887 -8630 FAX03-6887-8909 
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NUK NEWS 
第32回定時総会、交流会及び懇親会開催

当工業会の第32回定時総会懇親会が5月21日東

京 ・平河町の「ホテル ・ルポール麹町」で開催され、

三浦会長が臨席した各方面からの関係者らにNUK

の果たす役割について披露した。

2014年度の活動は、各専門委員会でウレタン防

水の技術の向上、普及宣伝、探境対策、出荷鼠の解

析など活発な活動を行なった。また、日本防水材料

連合会(JWMA)や建築学会、さらに国土交通省を

はじめ関係諸団体へも積極的に活動参加し、ウレタ

ン建材の地位向上に努め、広報事業として会誌『ウ

レタン建材』（第 38号）を発行し、政令指定都市を含

む官庁の各営繕部および設計事務所に提供するとと

もに建築 ・建材展でウレタン建材の普及宣伝用とし

て来場者に配布した。さらに会員、調査協力会社な

どから提出される 4半期ごとの出荷量調査データを

まとめて経産省ほか関係先へ情報提供するなどし、

その他各専門委員会でウレタン防水の技術向上と普

及宣伝、環境対策などを推進して成果を上げている

と報告。

挨拶の中で三浦会長は、 NUKも所属する JWM

A（日本防水材料連合会）でまとめている統計を紹介

しながら、「ウレタン建材の出荷醤は、厳しい建築

業界の中にあって堅調な改修市場に支えられ、会員

各社の開発への取組みおよび販売努力により好調に

推移し、昨年に引き続き前年比を上回り過去最高を

更新した。建材全体で83,392トン（前年比 106.1%) 

（初の 80,000トン台）、 主力の防水材でも 57,232

トン（同 106.6%）となった。特徴としては消費税増

税を控えた駆け込み需要で 1~3月のウレタン建材

出荷試合計は前年比 124.8%と顕著な伸びでした。

4~9月の出荷量が前年比やや増加し、 10~ 12月

は前年比98.2％と微減でしたが通年では4年連続で

の増加でした。施工面積に換算すると 20,439千m
となり、 JWMAの統計ではシェア 31.5％で前年の

30.2％を 1.3％上回った。

昨年のアベノミクスによるデフレ脱却、円安 ・株

懇親会で挨拶する三浦会長

高に向かいGDP成長率も 2％成長となったが、し

かし、消費税引き上げ後住宅着工件数もやや弱含み

となっている。ただ建設業界は 2020年東京オリン

ピック開催決定による効果から公共投資による建設

ラッシュ、マンション改修需要の底堅さから活況を

呈している。一方、建設労働者不足と労務費の高騰

から未着工物件が多くなっているのが現状である。

こういったことを踏まえ①工期短縮、労働力不足解

消へ向けてNUKとしてどう取り組むか②環境負荷

低減による対応の推進③コンクリート構造物保護に

よる既存ストックの長寿命化を図っていくことが軍

要であると考えます」と述べた。

当日は懇親会に先立って千葉工業大学准教授の石

原沙織氏が「石原研究室における研究内容」をテー

マに講演を行った。

三浦会長他の 2015年度役員体制は次の通り（カッ

コ内は所属企業)[>副会長＝石渡 潤(AGCポリマ

ー建材）、鶉巣和徳（田島ルーフィング）、 西川範夫（保

土谷バンデックス建材)[>理事＝小澤英人（エービー

シー商会）、 三浦慶政（ディックプルーフィング）、

新井盛治（東洋ゴム化工品）、糊覇秀春（日新工業）、

立花哲弥（日本特殊塗料）、石黒義治（東日本塗料）、

箸方恒（横浜ゴム）、長田篤（三井化学)[>監事＝

吉川浩一郎（アイレジン）、森島寿人（第一工業製薬）
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NUK NEWS 
環境対応（自主規制制度）

l)ホルムアルデヒ ド自主規制表示登録「F*＊＊*」
昨年の 10月以降新たに 55品種が追加認定され、 862品種となりました。

2) voe（揮発性有機化合物） 自主規制表示登録
昨年の 10月以降新たに 22品種が追加認定され、 114品種と なりました。

（いずれも 2015年 10月 15日時点）

認定基準、登録一覧等詳しくは、 日本ウレタン建材工業会(NUK)のホームページをご冥下さい。

URL= http://www.nuk-pu.jp 

2015年建築学会発表大会(2015年9月4H~9月68 東海大学）

防水関係の発表は 64件（メンブレン： 45件、シー リング ：19件）ありました。

今年は NUKからの発表はありませんでした。

一般社団法人日本防水材料連合会(JWMA)

1)第 21回建築建材展(2015年 3月 3日～ 6日東京 ビックサイト）に出展し、日本ウレタン建材工業会も

参画しました。

2) 2015年上期 (1月～ 6月） の加盟各工業会の施工実績（面積）を公表（下表）。

単位．千吋 （ ）内対前年比％

西暦 ARK KRK TRK FBK NUK 計

2005 16,387 17.757 5.746 5.504 14.628 60.022 

2006 
1ワ．366 18.019 5.824 5.935 13.248 60.392 
(106.0) (101.5) (101 4) (107 8) (90.6) (100 6) 

2007 
15.961 17.357 5.312 5.576 13.144 57,350 
(91.9) (96.3) (91.2) (93.9) (99.2) (94.9) 

2008 
14.232 15．ワ36 5,125 5.411 14.612 55.116 
(89 2) (90 7) (96.5) (9ワ．0) (111 2) (96 1) 

2009 
13,233 15,283 4.907 5.124 14.848 53.395 
(93 0) (97 1) (95 7) (94.7) (101 6) (96.9) 

2010 
13.279 17.104 4,960 5.244 17.689 58.2ワ6
(100 3) (111 9) (101.1) (1023) (119 1) (109 1) 

2011 
13.864 17.561 4.238 5.247 18.036 58.946 
(104 4) (102 6) (85 4) (100 1) (102 0) (101 1) 

2012 
13.9ワ8 18.886 4.640 5.421 18.660 61.585 
(100.8) (107.5) (109.5) (103 3) (103 5) (104 5) 

2013 
14.186 19.543 5.120 5.489 19.182 63.520 
(101 5) (103.5) (110 3) (101 3) (102.8) (103 1) 

2014 
14,541 20.649 4.191 5,038 20.439 64,858 
(102.5) (106 0) (81 9) (91 8) (106.6) (102.1) 

2015（上期）
6.612 9.567 1.897 2.363 9.452 29.891 
(105.8) (96 3) (90.9) (88 7) (97 3) (97 2) 

ARK アスファルト）レーフィング工業会、 KRK:高分子）レーフィング工業会、 TRK トーチエ法）レーフィング工業会
FBK: FRP防水材工業会、 NUK:日本ウレタン建材工業会

- 39 -



社名

アイレジン(W

AGCポリマー建材(m

卸エービーシー商会

味ダイフレックス

（コスミック事業部）

田島ルーフィング（脱

鵬詞プラン ド一覧

社名 ブランド名ブランド名

アクアコー ト ディックプルーフィング（恥|DPツーガード

ウォータークイ ーンHR

サラセーヌ

リムスプレー

ミルクリー ト

ェコス プレー

堅鎧（タフガイ）

ポリメタイト ECO

カラ ー トップSR

DD防水工法

ネオフレックスエ法

クイックスプレーエ法

バリューズエ法

オータス ・エコ

ェコ ・ウレックス

D Sカラー

D Sカラー ・エコ

D Sカラー ・ゼロ

ゲッ トシステム

パワ レックス

レジテクト

グリ ーンプレース

エバーコート

zero-1シリーズ

コスミック

PRO、ECO、ONE

コスミック RIM

コスミックフロ アーH

東洋ゴム化工品（恥

日新工業（株）

日本特殊塗料（株）

コスミック フロ アーuwll東日本塗料株）

DPツーガード ・ゼロ

DPワンガード・ゼロ

DPワンガード ・ゼロ ST

DPCスプレーコート

F Sコート ・ゼロ

wsコート ・ゼロ
アースコート

ソフランシール

ソフランシールエコ

環境対応

ソフランシールエコ

ー液タイプ

プロフォートコート

セビロン

カーダム

プルーフロ ンバリュー

プルーフロンエコ

プルーフロンエコ MID

プルーフロンエコ DX

プルーフロ ンエコ速乾

プルーフロンC-200エコ

ユータックスーパーF

ハー ドN

ユータック Fエコ

スプレーユータック N

NTスプレー

フローン

オルタックスカイ 保土谷バンデックス建材（桐 1パンレタン

オルタックスカイ EX

オルタックアクト

オルタックスプレー

オルタックモー ド

横浜ゴム（樹

-40 -

ミリオネート

HCエコプルーフ

HCスプレー

HCパーク

ハマタイト

アーバンルーフ

（社名 ・50音順）



◆統計資料◆

ポリウレタン主要製品の出荷量推移
（単位 ：ト ン）

五 次 2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 201 I年 2012年 2013年 2014年

建築土木材料 65,097 65,123 66,194 69,522 63,922 71,488 73,015 75,483 78,564 83,392 

内｛防水材 料 43,637 41,805 42,497 47,018 44,487 49,529 50,502 52,249 53,7 l l 57,232 

訳その 他 21,460 23,318 23,697 22,504 19,435 21,959 22,513 23,234 24,853 26,160 

主三．＂ (I)上記は製品重凪である。

(2)建築土木用のその他は，床材，弾性舗装材，

（トン）
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■日本ウレタン建材工業会 役員名簿
会長 三浦吉晴 〈（株ダイフレックス〉

副会長 石渡潤 〈AGCポリマー建材昧〉

副会長 鶉巣 和徳 〈田島ルーフィング（探〉

副会長 西川 範夫 〈保土谷バンテックス建材昧〉

■理 事 AGCポリマー建材（掬 石渡 潤 ■理 事束 日本 塗料 （掬 石黒義治
（株）エービーシー商会小澤英人

（扮ダ イフレ ックス三浦吉晴

田島）レーフィング（掬 鶉巣和徳

保土谷バンデックス建材（扮 西川範夫

横浜 ゴム （掬 村田伸

三井化学 （掬 長田篤

ディックプルーフィング（樹 三浦慶政 ■監 事アイレジン （i菊吉川浩一郎
束洋コム化工品 （恥 沖 昭彦 第一工業製薬 （掬 森島寿人

日 新 工 業 （樹 網網秀春 ■事務局長 佐々木哲夫

日本特殊塗料 （樹 立花哲弥

日本ウレタン建材工業会の概要

設立 昭和 44年］0月

2015年 10月現在

目 的 防水材等ウレタン建材関連事業の振興ならびに会員の親睦融和を図る。

主事業 市場調査ならびに需要開発に関する事項、技術情報の交換および研究開発に関する

事項、諸機関ならびに関係団体その他との連絡協議。

日本ウレタン建材工業会 委員会構成

■技術委員会 委員長 AGCポリ マー建材（樹（鈴木博）
副委員長 （t閑ダイフレックス（小関晋平）
委 員 AGCポリマー建材（掬 （蓮村和人）

第 一工業 製薬 （樹 （野田敏樹）

日新工業（株） （小川浩徳）

束日本塗料（樹（宇都木崇）

三井化学（樹（川那部恒）

■広報委員会 委員長田島ルーフ ィング（OO（藤田 満）
副委員長 AGCポリマー建材（樹（樋口忠男）

田島）レーフィング （樹（島村浩行）

束洋ゴム化工品 （樹 （丸山覚史）

日本特殊塗料 （株） （野々 直行）

保土谷バンデックス建材（掬（田中基樹）

委 員 (OOダイフ レ ックス（横山淳之輔）ディックプルーフィング(t分（畠山浩平）
保土谷バンデックス建材（OO（巖嘉徳） 横 浜 コ ム （掬（船橋直人）

■統計委員会 委員長 保土谷バンデックス建材（樹（田之畑純二）
副委員長第一工業製薬 （樹（吉崎友教）

委 員 AGCポリ マー建材（掬（樋口忠男） （掬 ダイフレックス（横山淳之輔）

日本 特殊塗料 （樹（坂口繁伸） 横浜 コ ム （樹（箸方恒）

■運営委員会 委員長 AGCポリマー建材（掬（鈴木博）
委 員 AGCポリマー建材（樹 （樋口忠男） （掬 ダイフレ ッ クス （横山淳之輔）

田島ル ー フィング（樹（藤田 満） 保土谷バンデックス建材（樹（田之畑純二）
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会員名簿

2015年 10月現在

正 会 員 ●

アイ レジン（樹 342-0042 埼玉県吉川市中野338 048-983-3883 

AGCポリマ ー建材（掬 l 03-0013 東京都中央区日本橋人形町 l-3-8沢の鶴人形町ビル 03-6667-8428 

（樹エ ー ビー シ ー 商会 100-0014 東京都千代田区永田町2-12-14 03-3507-7176 

（樹ダイフレックス 163-0825 束京都新宿区西新宿2-4-l新宿 NSビル25F 03-5381-l 555 

第一工業製薬 （樹 140-0031 束京都中央区京橋 l-3-l八重洲口大栄ビル 03-3275-0579 

田島ルーフィング（樹 l 01-8579 束京都千代田区外神田4-14-1秋葉原uoxビル21階 03-6837-8888
ディックプルーフィング（採

束洋コム化工品 （朕

日新工業 （掬

日本特殊塗料（株

束日本塗料（採

151-0053 東京都渋谷区代々木3-24-3新宿スリーケービル5F03-6859-5020 

162-8622 束京都新宿区天神町 10安村ビル2F 03-3235-17 l 3 

120-0025 東京都足立区千住束2-23-4

114-0002 東京都北区王子5-16-7

124-0006 束京都葛飾区堀切3-25-18

保土谷バンデックス建材（掬 104-0028 束京都中央区八重洲 2-4-1 ユニゾ八重洲ビル

― 井 化 学 （掬 105-7117 束京都港区束新橋 1-5-2汐留シティーセンター
横 浜 ゴ ム （i菊 254-0014 神奈川県平塚市四ノ宮 1-7-7

賛助会員

03-3882-257 l 

03-391 3-61 53 

03-3693-085 l 

03-5299-8 l 70 

03-6253-4 125 

0463-31-2772 

亜細亜工業 （扮 116-0001 東京都荒川区町屋6-32-l 03-3895-404 l 

イハラケミカル工業（樹 110-0008 東京都台東区池之端 l-4-26クミアイ化学工業ビル4階 03-3822-5235

倉 敷 紡 績 （樹 541-8581 大阪府大阪市中央区久太郎町2-4-3l 06-6266-5 l l l 

（掬大成イー アンド エル 124-0025 束京都葛飾区西新小岩 3-5-l 03-3691-3 l 12 

大宝化学工業 （樹 332-0001 埼玉県川口市朝日 3-l -5 048-222-7950 

タ キ ロ ン （樹 530-0001 大阪府大阪市北区梅田 3-1-3ノースゲートビル l7F 06-6453-3700 
束 洋 紡 （樹 104-8345 束京都中央区京橋一丁目 17-l 0住友商事京橋ビル 03-6887-8858 

日 束 紡 102-8489 束京都千代田区麹町2-4-1麹町大通りビル 03-4582-52 l 4 

（樹 山 装 236-0004 神奈川県横浜市金沢区福浦2-18-17 045-781-7821 

（樹 寺 田 105-001l 束京都港区芝公園2-3-3 寺田ビル 03-3431-82 l l 

和歌山精化工業（樹 641-0007 和歌山県和歌山市小雑賀 l-1-82 , 0734-23-3247 
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第一工業製薬の製品は

見えないところで、活躍中です。

土木建築用ウレタン樹脂

防水材、床材、目地材 止水材 硬化剤 接着剤

ポ•97.... ｀｀、ワワ( ' ポ •9，，：ヲウ11-® ポ•9Iヽードフー ・ モヽ,,.. ,,,R 

化学は世界を楽しくする 。

◎ 第一工業製薬 www.dks-web.co.jp 

本社601-8391京都市南区吉祥院大河原町5Tel.075-323-5911東京本社／大阪支社／名古屋支店／九州支店／研究所／四日市事業所／大潟事業所／滋賀事業所

F女女女女

無鉛

ェコトップ遮熱・エコトップの特長
①水性タイプでありながら、超高寿命！

②簡単なローラー施工で、美しい仕上り！

OO東日本塗料株式会社
- 44-

本 社／〒124-0006 東京都葛飾区堀切3-25-18
TEL.03(3693) 0851（代） FAX.03(3697) 2306 
工場／埼玉 営業所／仙台•新潟 ・ 静岡 出張所／北海道
URL http://www.hnt-net.co.jp 



一本年7月28日に会員及び賛助会員を対象に初めて研修会を開催し、内容を会誌39号の記事とさせて頂きました。

UR都市機構様には会場まで足を運んで頂き改訂仕様とURの新しい取り組みについてもこ説明頂きました。

更に会誌の特集記事の確認・図の選定にもこ尽力を賜り厚く御礼を申し上げます。

後半の講演は当工業会鈴木博技術委員長によるウレタン防水の変遷、ウレタン防水の創世記のこと、過去から

現在までの規格や仕様の流れなど知っているようで知らなかったことや『ウレタン防水のここだけの話！』など

大変有意義で勉強になる内容でした。会員・賛助会員からのアンケートには多数の意見や要望が寄せられ、今後

は会の運営や施エマニュアルの改訂などに反映していきたいと考えています。

研修会の開催に当たってはUR都市機構谷口様、舟橋様を初めとしてこ協力頂いた関係各位皆様と委員会メン

バー、会員・賛助会員各社にこの場を借りて深く御礼を申し上げます。

（広報委員長藤田満）

広告索引

（ア行） アイ レジン（株・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・18

旭硝子（株・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 表2,1 

ダイフレックス防水工事業協同組合・・・・・・ 3

田島ルーフ ィング（わ・・・・

4 

イ／＼ラケミカル俄閑 ．．．．．．．．．．． 10 

AGCポリマー建材(t的・・・・ 表2,1 

（力行） コスミ ック工業会 ．．．．．．．． 7 

（サ行） サラセーヌ工業会・ ....... ·•·. 1 

全国防水リフレッシュ連合会 ..... 31 （ナ行）
（夕行） 第一工業製薬(*菊 44 

（オ対大成イーアン ドエル・・・・・ .... 37 （ハ行）
（株ダイフレックス ・表4

閥ダイフレックス （ヤ行）
コスミック事業本部 6, 7 

ディ ッ クプルーフィング（株・・ ・・・・・ ・ ・•.．．． ．．．． 2

ディ ッ クプルー フィング工業会・・・•..．．．..． 2

東京樹脂工業（粉・ ・・・・ ・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・ ・・・・・ • 18

東洋紡績（粉・ ・ ・ ・・・・・・・・・・・・・ ・ • . ．．．．．． ．．．． ． ． ．． ．． ．．． •37

日新工業（株・ ・ ···················•··· ·· ·· · ········31

日本特殊塗料（梯・・・..............................5 

東日本塗料（松・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・44

保土谷バンデックス建材（楳 ．．．．．．…表3,46

横浜ゴムM B ジャ I ゞン（松 ・ ・・・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ •. ．．．．． 8 

「ウレタン建材」第39号
平成27年 11月30日 発行

一委員長 藤田満（田島ルーフィ ング（恥）副委員長 樋口忠男 (AGCポリマー建材眈）

委 員 横山淳之輔（（恥ダイフレックス）

I
I
I
I
I
J
 

畠山浩平（ディックプルーフ ィング（株））

巖 嘉徳（保土谷バンデックス建材（株））

船橋直人（横浜ゴム（株））

編集•発行

日本ウレタン建材工業会

〒l03-0005 東京都中央区日本橋久松町9-2

日新中央ビル 3F

TEL 03-6206-2753 FAX 03-6661-9034 

製作協カ・広告取扱

株式会社テツアドー出版

〒165-0026 束京都中野区新井 1-34-14

TEL 03-3228-340 l FAX 03-3228-34 l 0 
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1 安全•安心の躙境対応型ウレタン塗膜防水材システム 1

| JlSA6021［建築用塗膜防水］ウレタンゴム系高伸長形（旧1類）適合商品 I 

HCエコゴルーコEN
Eシステム

ー
特定化学物質等障害予防規則

（特化則）の規制対象外です。

HCエコプルーフENは、

HCエコプルーフを

環境•安全面から進化させた

環境対応型の塗膜防水材です。

シックハウス症候群で規制されている
物質を含んでいません。

シックハウス症候群で規制されている、キシレン、 ト

ルエン、ホルムアルデヒド等を全く使用していない

ため、環境にやさしい材料です。

以下の制度や基準に適合しております。

一「厚生労働省室内化学物質濃度指針値」

「住宅性能表示制度」 （住宅の品質確保の促進に関する法律）

「建築基準法」

「学校環境衛生の基準」（文部科学省）

「NUK（日本ウレタン建材工業会）環境対応システム」
「ホルムアルデヒド放散等級F*女女女J

-5℃でも翌日硬化します。

厳冬期においても翌日には硬化する優れた速硬化性を備

えています。促進剤の使用により夏季には1日2工程も可
能なため、「HCエコブルーフEN」なら年間を通じて工期
短縮に貢献します。

10℃の場合の施工例

R記谷バンデックス建材株式会社
HODDGAYA 
HODOGAYA VANDEX CONSTRUCTION PRODUCTS CO.,L TD. 

本社・東京支店 〒104-0028 東京都中央区八重洲二丁目4番1号ユニゾ八重洲ビル
ff03-5299-8170（ffi FAX03-5299-8275 

大阪支店合06も203-4651 札幌営業所合011-281-0151 名古屋営業所 ff052-571-4208
新南陽営業所云0834-61-3658 福岡営業所 ff092-481-6272 開発研究所 ff045-521-1325http://www.hodogaya.eo.jp/hvc/ 



高耐久・高強度ウレタン防水システム

HCセルプィ

0高性能…rn-ヨ開即9、高強度、特殊複層構造
〇実績…平成2年上市数百万m以上の実績を

有する駐車場工法「HCIゞーク」の

ノウハウを踏襲

〇露 出…万が一の不具合も発見、補修が容易

〇保護塗料の塗替不要

〇重ね塗りができるので、

改修工事時の既存防水撤去費用が不要

〇軽量であるため躯体の負荷軽減が可能

〇植栽

〇競技場スタンド等の重歩行用途

0メンテナンスが困難な箇所

沖縄： 屋上全面

工程（例：屋上密着仕様）

①ウレタンプライマー(0.2kg/rrf)

②ウレタン防水材(1.5kg/rrf)

③高耐久・高強度ウレタン(2.0kg/rrf)

④アクリルウレタン保護塗料(0.2kg/rrf)

性能

※補強布挿入不要！

※保護塗料塗替不要！

●クラック追従性

⇒複層構造により、30mmの引張りで破断・損傷無し
●耐久性

⇒0. 5~2. 5mmx5,000回の引張りで破断・損傷無し
●強靭性

⇒引張強さは汎用ウレタン防水材の3倍以上、下塗り
防水材はJISA6021高伸長形（旧1類）適合品で

総合的に安心感のある強靭な塗膜を形成。耐水性

にも優れ、緑化など多目的な対応も可能です。
※上記データは、実験室で行った結果です。

R記谷バンデックス建材株式会社
HODOGAYA 
HODOGAYA VANDEX CONSTRUCTION PRODUCTS CO.,L TD. 

I http:／／www.hodogaya.co.jp/hvc/ | 



一皿ではわからない“良さ’'があります。

1液ウレタンは、

2液のような混合撹拌が不要で、缶数も半分。

もう 2液にはもどれない。

特定化学物質無配合
1成分形ウレタン塗膜防水材

コ→-'＿̂噌シリーズ
L
ノ

tiO'-
d株式会社ヲィフじ’クス 〒163-0825 東京都新宿区西新宿2-4-1新宿NSビル25F

TEL. 03-5381-1555 FAX.03-5381-1566 
DYFLEX 




